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短期間に震度7の強震が繰り返された熊本
地震では、甚大な建物被害が発生、改めて地
震の恐ろしさを見せつけた。多くの家々が
崩壊した原因はどこにあるのか、現地をつ
ぶさに見つめた研究者、建築家、技術者など
による実態報告である。本当に有効な耐震
方策を探るために、まずは被害を直視した。

【連載開始】
 Work & Work
【好評連載中】
 建築と街の環境をめぐる四方山話
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忙

中

閑

業
界
事
情
に
振
り
回
さ
れ
る
住
ま
い
手

黒
崎
羊
二

　
障
が
い
を
持
つ
ひ
と
り
暮
ら
し
の

さ

ん
が
や
っ
と
の
思
い
で
建
替
え
た
と
き
、

我
慢
で
き
な
い
こ
と
が
起
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
①
設
計
図
の
雨
戸
が
シ
ャ
ッ

タ
ー
と
な
り
、
背
の
低
い

さ
ん
に
は
開

け
ら
れ
な
い
の
で
、
設
計
通
り
に
直
す
②

ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
階
段
の
ひ
び
割
れ
を
な
く

す
③
従
前
住
宅
の
除
却
時
に
持
ち
去
ら
れ

た
大
谷
石
十
枚
の
返
却
、
と
い
っ
た
、
一

見
些
細
な
こ
と
で
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
施
工
会
社

は
、
塀
に

ヘ
ア
ー
ク
ラ
ッ
ク
用
の
ス
プ
レ
ー
を
し
た

ほ
か
、

さ
ん
の
再
三
の
懇
願
を
受
付
け

ま
せ
ん
。

さ
ん
は
自
力
で
、
瑕
疵
是
正

と
損
害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
ま
し
た

が
、
結
果
は
全
面
敗
訴
。
こ
の
時
点
で
、

地
域
の
「
何
で
も
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
問

題
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

さ
ん
は
理

不
尽
な
出
来
事
を
訴
え
ま
す
。

　
施
工
者
を
探
せ
な
い

さ
ん
は
役
所
に

頼
み
、
役
所
の
外
郭
団
体
か
ら

を
紹
介

さ
れ
、
契
約
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

さ
ん
の
手
元
に
あ
る
の
は
契
約
書
の
表
紙

だ
け
で
、
設
計
図
書
も
見
積
書
も
添
付
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
確
認
申
請
書
は
見
た
こ

と
も
な
い
と
い
い
ま
す
。

　
一
連
の
経
過
か
ら
建
設
界
や
法
曹
界
の

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

住
人
の
戸
惑
う
姿
が
見
え
ま
す
。

さ
ん

は
設
計
事
務
所
の
存
在
も
知
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は

さ
ん
の
無
知
に
よ
る
特
殊
な
事

件
で
は
な
く
、「
住
ま
い
の
正
義
」
の
問

題
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
守
り
手
は
…

（
く
ろ
さ
き
・
よ
う
じ
　
新
建
東
京
支
部
　
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
）
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伝統的町家の被災状況と復興支援

北原 昭男 11
熊本地震による建物被害の状況

江国 智洋　鹿瀬島 隆之　古川 博
大坪 克也　渋田 あい子　矢野 安希子 32

新建会員が見た熊本地震

古川 保 17
木造住宅の被害の実態
──壊れた本当の原因は

萩原 悟 28
マンション被災の実態

管理組合の復旧への取組について

多賀 直恒 06
熊本地震の特性と建築技術者への問題提起

04
主張
省エネ法改正を前に、
連続断熱をアメリカ

に学ぶ

大橋 周二

05

特集 熊本地震／被害の実態に迫る特集

　今年の4月、熊本県を襲った2度の震度7の地震
はインフラや農地にも大きな被害をおよぼしまし
たが、何といっても地震そのものによる建物被害
が甚大でした。
　今回の地震は、これまで大地震の発生頻度は相
対的に低いとされてきた地域で起こったこと、強
震が短期間に続けて起こったことなど、今までな
い特質があります。とはいえ、またもや大きな建
物被害が繰り返されたことで、建築家技術者は新
たな課題を背負いこんだことになりました。
　これまでも、災害のたびに調査・分析がされ、
耐震基準などが改善されてきました。それらは被
害を抑える上でどう機能したのか、弱点があると
したらどこにあるのか。今回も被災状況をしっか
り見極める必要があります。
　被災後の再建・復興の問題は、あらためて取り
上げることとして、本特集では建物被害の実態に
フォーカスして迫ります。

特別編集委員：片井克美
特集担当編集委員：高田桂子

熊本県内の住宅等の被害棟数
（平成28年8月31日現在）

市町
村名

住家被害 非住家被害 火災
発生
数全壊 半壊 一部破損 公共

建物 その他

棟 棟 棟 棟 棟 件

熊本市 2,438 14,409 84,739 60 83 8

宇土市 114 1,150 5,240 7

宇城市 517 1,853 4,868

大津市 125 1,022 2,666 1 1

阿蘇市 118 692 1,331 67

南阿蘇村 624 684 1,225

西原村 505 776 1,563

御船町 379 1,603 2,136 1

嘉島町 272 332 1,848

益城町 2,714 2,897 4,567 調整中 調整中 １

甲佐町 131 962 1,330

（県）合計 8,151 29,072 129,624 311 2,195 16

国立研究開発法人　建築研究所「平成28年（2016年）熊本地
震建築物被害調査報告」から全壊住家100件以上の市町村を
掲載
注1：消防庁災害対策本部公表資料「熊本県熊本地方を震源とする地震（第75
報）」（9月2日付）及び熊本県災害対策本部公表資料「平成28（2016）年熊本
地震等に係る被害状況について（第170報）」（8月31日付）より作成。
注2：熊本県の住家被害には、6月19日から6月25日に発生した被害のうち熊本
地震との関連性が認められたもの（全壊9棟、半壊30棟、一部破損8棟）を含
む。また、上記住家被害の他に、分類未確定分の住家被害23棟がある。
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壊
率
は
急
激
に
低
下
し
て
お
り
、
耐

震
性
能
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
る
。
た
だ
し
、

年

以
前
の
建
物
は
建
設
さ
れ
て
か
ら
少

な
く
と
も
三
五
年
は
経
過
し
て
お
り
、

新
築
時
の
基
準
に
よ
る
耐
震
性
能
の

み
な
ら
ず
、
腐
朽
や
蟻
害
な
ど
の
影

響
に
よ
り
被
害
が
増
大
し
て
い
る
可

能
性
に
つ
い
て
も
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

築
年
や
構
法
に
よ
る
被
害
の
様
相

　

年
以
前
に
建
て
ら
れ
た

建
物
の
被
害
状
況
を
写
真
1
、
2
に

　
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
、
震
源
断
層

近
傍
の
益
城
町
で
は
震
度
七
の
地
震

動
が
二
回
発
生
し
、
木
造
住
宅
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
熊

本
県
災
害
対
策
本
部
の
発
表
資
料
に

よ
れ
ば
、
9
月
5
日
現
在
で
、
益
城

町
に
お
け
る
全
壊
棟
数
は
二
七
〇
〇

棟
（
益
城
町
住
宅
総
数
の
お
よ
そ

25

）
を
超
え
て
い
る
。
一
方
、
断

層
か
ら
少
し
離
れ
た
熊
本
市
や
熊
本

近
郊
の
地
域
で
も
震
度
六
強
の
地
震

動
が
発
生
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
被

害
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
発
生
し
た
。

同
じ
発
表
に
よ
れ
ば
、
熊
本
市
に
お

け
る
全
壊
棟
数
は
約
二
四
〇
〇
棟（
熊

本
市
住
宅
総
数
の
お
よ
そ
0・

）

で
あ
っ
た
が
、
一
部
損
壊
以
上
の
建

物
は
一
〇
万
棟
（
同
33

）
を
超
え

て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
筆
者
が
撮
影
し
た
写

真
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

発
生
し
た
木
造
建
物
被
害
に
関
し
て
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

益
城
町
に
お
け
る
木
造
建
物
の
被
害

新
耐
震
基
準
以
前
は
半
数
近
く
が
全
壊

　

年
5
月
に
建
築
学
会
九

州
支
部
災
害
調
査
委
員
会
を
中
心
と

し
て
、
大
き
な
被
害
の
生
じ
た
益
城

町
中
心
部
を
対
象
と
し
た
悉
皆
調
査

が
行
わ
れ
た
。

年
8
月
に

開
催
さ
れ
た
建
築
学
会
の
調
査
報
告

会
に
て
報
告
さ
れ
た
速
報
値
は
表
の

通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
を
見

る
と
、新
耐
震
基
準
（

年
）

以
前
の
建
物
は
、
半
数
近
く
の
建
物

が
全
壊
判
定
を
受
け
て
い
る
の
に
対

し
、
建
設
年
が
新
し
く
な
る
ほ
ど
全

北
原
昭
男

き
た
は
ら
・
あ
き
お

熊
本
県
立
大
学
教
授

熊
本
地
震
に
よ
る
建
物
被
害
の
状
況

建築学会の被害調査速報値（益城町中心部：7月31日現在）

建築年
木造棟数
（棟）

全壊被害率
（%）

無被害率
（%）

1981年以前
新耐震基準以
前

744 46 5

1981～99年

阪神大震災の
被害結果を受
けて木造建物
の耐震規定が
厳格化される
前

844 19 20

2000年以降 326 6 61

写真2 写真1
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50

、
一
部
損
壊
も
40

だ
。
81
年

以
降
の
建
物（
新
耐
震
基
準
）で
は
、

全
壊
、
倒
壊
の
割
合
は
木
造
28

。

造
21

。

造
は
建
物
そ
の
も

の
が
な
い
。
木
造
の
被
害
が
多
く
み

え
る
の
は
、
木
造
の
総
数
が
多
い
の

で
あ
っ
て
、被
害
比
率
に
差
は
な
い
。

　
各
地
の
仮
設
住
宅
で
始
め
は
木
造

仮
設
住
宅
は
嫌
わ
れ
て
い
た
が
、
今

は
鉄
骨
仮
設
住
宅
が
嫌
わ
れ
、
木
造

仮
設
住
宅
の
方
が
人
気
が
高
い
。

壁
倍
率
の
高
い
木
造
は
安
全
か

　
耐
震
壁
の
量
を
建
築
基
準
法
の
一

・五
倍
に
す
れ
ば
安
全
だ
と
い
う
話

が
あ
る
。
本
当
だ
ろ
う
か
。
住
宅
で

は
構
造
計
算
を
せ
ず
、
簡
便
な
「
壁

倍
率
」
計
算
で
耐
震
壁
の
量
を
決
め

る
例
が
多
い
。

　

、
、
の
家
を
例
に
し
よ
う
。

一
階
は
み
な
一
〇
〇
㎡
で
、
二
階
の

面
積
が
一
〇
㎡
、
五
〇
㎡
、
一
〇
〇

㎡
と
す
る
。
使
用
す
る
耐
震
壁
は
一

〇
〇
㎝
で
壁
倍
率
三
の
物
を
使
用
す

る
と
仮
定
す
る
。
瓦
仕
様
の
場
合
は

三
三
と
い
う
係
数
を
用
い
る
。

　

、
、
と
も
に
、
一
階
が
一

〇
〇
㎡
な
の
で
一
〇
〇
×
三
三
＝
三

三
〇
〇
と
な
り
、
一
〇
〇
㎝
壁
倍
率

　
熊
本
地
震
の
直
後
、
木
造
は
地
震

に
弱
い
、
瓦
の
家
は
被
害
が
多
い
な

ど
の
情
報
が
多
か
っ
た
。
確
か
に
報

道
は
急
を
要
す
が
、
そ
の
後
冷
静
な

判
断
が
必
要
だ
。
益
城
町
や
西
原
村

で
は
ほ
と
ん
ど
が
木
造
で
、
瓦
屋
根

が
多
い
。
木
造
が
多
い
か
ら
木
造
の

被
害
が
多
い
の
は
当
た
り
前
だ
。
比

率
比
較
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
に
行
っ
た
ら
日
本
人
が
多
か
っ

た
と
い
う
見
解
と
同
じ
で
は
な
い
か
。

「
古
い
家
は
弱
か
っ
た
」
は
間
違
い

　
「
古
い
家
ほ
ど
被
害
が
多
か
っ
た
」

の
は
事
実
で
あ
る
。
土
壁
は
古
い
、

漆
喰
は
古
い
、瓦
屋
根
の
家
は
古
い
。

し
か
し
、
古
い
と
家
の
耐
力
が
弱
い

と
思
う
の
は
間
違
い
で
あ
る
。

　
耐
震
壁
の
計
算
の
た
め
に
壁
倍
率

と
い
う
係
数
が
あ
る
。
一
階
の
延
べ

面
積
に
二
九
と
い
う
係
数
を
掛
け
た

数
値
が
壁
の
必
要
量
で
あ
る
。
現
在

で
は
「
軽
い
屋
根
」
の
一
階
の
壁
量

係
数
は
二
九
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が

年
は
二
一
だ
っ
た
。
そ

の
前
の

年
は
一
二
だ
っ
た
。

な
ん
と
昔
は
現
在
の
四
割
の
必
要
耐

力
で
良
し
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
解
り
と
思
う
が
、
家
が
古
か
っ
た

か
ら
で
は
な
く
、
古
い
基
準
を
採
用

し
て
い
た
か
ら
弱
か
っ
た
の
だ
。
墓

石
で
い
え
ば
、
古
い
、
新
し
い
は
関

係
が
な
い
。
墓
石
も
縦
長
は
倒
れ
て

い
る
し
、
横
長
は
倒
れ
て
い
な
い
。

木
造
の
被
害
が
多
か
っ
た
の
か
? 

　
建
築
学
会
は
益
城
町
の
全
棟
を
調

査
し
た
。
益
城
町
で
は
半
壊
以
上
が

古
川
保

ふ
る
か
わ
・
た
も
つ

す
ま
い
塾
　
古
川
設
計
室

木
造
住
宅
の
被
害
の
実
態

│
│
壊
れ
た
本
当
の
原
因
は

写真1　墓石建物ABC
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よ
り
遠
ざ
か
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て

は
海
岸
線
に
近
く
長
崎
と
の
交
易
も

盛
ん
だ
っ
た
と
い
う
。
天
草
の
海
産

物
や
背
後
の
泉
の
茶
な
ど
の
集
散
地

と
し
て
地
域
経
済
の
中
心
を
担
っ
て

い
た
。
昭
和
40
年
代
に
行
わ
れ
た
通

り
の
拡
幅
工
事
に
と
も
な
う
軒
切
に

よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
商
店
は
前
面
の

フ
ァ
サ
ー
ド
を
失
っ
た
も
の
の
、
妻

入
居
蔵
造
り
の
店
舗
付
き
町
家
が
現

存
し
て
お
り
、
か
つ
て
の
町
並
み
を

伝
え
て
い
る
。

熊
本
県
宇
城
市
小
川
町
商
店
街

に
つ
い
て

　
熊
本
県
宇
城
市
は
熊
本
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
人
口
六
万
四
〇
六

人
（
平
成
28
年
9
月
住
基
台
帳
）。

平
成
17
年
に
松
橋
町
、
不
知
火
町
、

三
角
町
、
小
川
町
、
豊
野
町
に
よ
る

平
成
の
大
合
併
で
宇
城
市
と
な
っ
た
。

　
小
川
町
商
店
街
は
、
八
代
郡
氷
川

町
と
の
境
を
流
れ
る
砂
川
と
東
部
の

山
間
地
に
接
す
る
よ
う
に
位
置
す
る
。

　
細
川
時
代
に
は
薩
摩
街
道
の
宿
場

町
と
し
て
栄
え
た
。
現
在
は
干
拓
に

磯
田
節
子

い
そ
だ
・
せ
つ
こ

熊
本
高
等
専
門
学
校
客
員
教
授

熊
本
県
宇
城
市
小
川
町
商
店
街
の

伝
統
的
町
家
の
被
災
状
況
と
復
興
支
援

布田川断層帯・日奈久断層帯の活断層位置と調査地点

昭和50年代の小川町商店街
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災
マ
ン
シ
ョ
ン
は
一
一
〇
棟
あ
ま
り

に
上
る
。

　
熊
本
地
震
で
は
戸
建
て
の
木
造
住

宅
や
歴
史
的
な
建
造
物
の
被
害
は
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、
行
政
・
マ
ス
コ

ミ
と
も
マ
ン
シ
ョ
ン
の
被
災
状
況
は

あ
ま
り
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に

感
じ
る
。

　

法
人
熊
本
県
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
組
合
連
合
会
（
以
下
熊
管
連
）
は
、

平
時
は
会
員
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
の
運
営
支
援
や
、
大
規
模
改
修
工

事
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
熊
本
地
震
に
対
し
て
は
震

災
か
ら
復
旧
、
復
興
に
つ
い
て
積
極

的
に
活
動
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
熊

本
地
震
の
実
態
を
記
し
て
、
今
後
の

発
生
す
る
で
あ
ろ
う
震
災
に
対
し
多

少
で
も
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
被
災
マ
ン
シ
ョ
ン
の
現
状
調
査
の

た
め
に
多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
訪
ね

た
結
果
、
感
じ
た
の
は
次
の
点
で
あ

る
。

●
経
過
年
数
（
旧
耐
震
）

●
建
物
配
置
（
字
型
）

●

・
の
設
置

●
地
盤
の
陥
没
隆
起
│
│
傾
斜　

●
エ
リ
ヤ
（
断
層
帯
、
益
城
近
傍
）

●
構
造
（
ピ
ロ
テ
ィ
関
連
）

　
こ
れ
ら
の
要
件
に
よ
り
、
被
害
状

況
が
左
右
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
た
。

発
生
状
況

　
4
月
14
日
の
夜
、震
度
七
（
前
震
）

の
地
震
が
発
生
、
16
日
震
度
七
（
本

震
）
が
発
生
し
て
熊
本
の
街
を
揺
る

が
し
た
。

　
熊
本
市
内
に
は
約
八
五
〇
棟
の
マ

ン
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
市
民
の
二
割
近

く
が
居
住
し
て
い
る
。
今
回
の
地
震

で
は
そ
の
八
割
以
上
が
大
小
何
ら
か

の
被
災
を
受
け
た
。
半
壊
以
上
の
被

萩
原
悟

は
ぎ
わ
ら
・
さ
と
る

N
P
O
法
人
　
熊
本
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
連
合
会
　
理
事

マ
ン
シ
ョ
ン
被
災
の
実
態

管
理
組
合
の
復
旧
へ
の
取
組
に
つ
い
て

4月14日 1回目

4月16日 2回目

層崩壊したマンション

熊本市内の分譲マンション　850棟

全　壊
大規模
半　壊

半　壊
一　部
半　壊

17棟 22棟 77棟 319棟

2.0% 2.6% 9.1% 37.5%

鹿瀬島 隆之
2017年5月例会「熊本地震に学ぶ２」資料［熊本視察編］

鹿瀬島 隆之


鹿瀬島 隆之
※掲載記事は「建まち誌2016年11月号」

鹿瀬島 隆之


鹿瀬島 隆之


鹿瀬島 隆之


鹿瀬島 隆之


鹿瀬島 隆之


鹿瀬島 隆之


鹿瀬島 隆之


鹿瀬島 隆之
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い
よ
う
な
場
合
に
使
用
さ
れ
る
継
手

の
よ
う
で
す
。
今
回
の
こ
の
マ
ン
シ

ョ
ン
柱
が
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
柱
の
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。

　
破
断
し
た
箇
所
は
、
ど
の
柱
も

一
程
度
で
、
ほ
ぼ
同
じ
高
さ

で
す
べ
て
の
主
筋
が
継
が
れ
て
い
ま

し
た
。
建
築
工
事
標
準
仕
様
書

で
は
、
継
手
は
原
則
と
し
て

四
〇
〇
ミ
リ
以
上
ず
ら
す
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
施
工

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　
こ
の
周
辺
は
、
い
く
つ
か
同
規
模

の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
ま
す
。

年
代
的
に
は
築
二
〇
年
程
度
の
も
の

か
ら
、
築
一
〇
年
、
あ
る
い
は
も
っ

と
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
も
い
く
つ
か

建
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
マ
ン

シ
ョ
ン
は
、
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の

よ
う
な
「
倒
壊
の
お
そ
れ
あ
り
」
と

は
な
っ
て
お
ら
ず
、
損
傷
程
度
の
被

害
状
況
の
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
地
盤
が
周
辺

に
比
べ
て
特
別
弱
か
っ
た
と
も
言
え

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
状
況
か
ら
判

断
す
る
と
、
施
工
不
良
が
一
番
大
き

な
要
因
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
被

害
を
受
け
た
マ
ン
シ
ョ
ン
は
他
に
も

存
在
し
て
い
ま
す
の
で
、
う
や
む
や

に
な
っ
て
解
体
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
新
建
の
復
興
支
援
会
議
で
7
月
25

日
に
熊
本
市
内
の
い
く
つ
か
の
被
災

マ
ン
シ
ョ
ン
を
巡
っ
た
中
で
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
報
告
を
し
ま
す
。

　
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
築
七
年
の

九
階
建
て
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
し
た
。

そ
の
一
階
部
分
が
ピ
ロ
テ
ィ
形
状
で
、

五
本
あ
る
独
立
柱
の
う
ち
四
本
が
水

平
破
断
し
て
い
ま
し
た
。
応
急
危
険

度
判
定
で
は
、
赤
紙
の
「
倒
壊
の
お

そ
れ
あ
り
」
と
な
っ
て
お
り
、
倒
壊

を
防
ぐ
た
め
、
支
え
と
な
る
鉄
骨
柱

を
周
り
に
何
本
か
入
れ
て
保
た
せ
て

い
る
状
態
で
し
た
。

　
近
寄
っ
て
み
る
と
、
柱
の
破
断
の

原
因
は
柱
の
縦
方
向
に
入
っ
て
い
る

主
筋
が
断
裂
し
て
い
る
状
態
で
し
た
。

し
か
も
見
え
て
い
る
部
分
だ
け
で
六

本
ほ
ど
入
っ
て
い
る
主
筋
す
べ
て
が

断
裂
し
、
よ
く
見
る
と
、
そ
の
主
筋

が
折
れ
た
の
で
は
な
く
、
継
手
部
分

の
破
断
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
も
、
破
断
し
た
箇
所
の
鉄
筋
部

分
に
付
い
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

見
る
と
、
新
築
工
事
で
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
流
し
込
ん
だ
時
に
破
断
し
て
固

ま
っ
た
よ
う
な
形
跡
も
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
真
否
は
今
と
な
っ
て
は
解
明
が

難
し
い
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
、
今
回

見
た
継
手
は
脆
い
印
象
を
受
け
ま
す
。

　
通
常
こ
の
よ
う
な
太
い
径
一
九
㎜

以
上
の
鉄
筋
の
継
ぎ
手
に
は
、
多
く

の
場
合
「
ガ
ス
圧
接
継
手
」
が
用
い

ら
れ
ま
す
。
ガ
ス
圧
接
継
手
は
、
圧

力
を
加
え
な
が
ら
、
接
合
部
を
炎
で

加
熱
し
、
赤
熱
状
態
で
ふ
く
ら
み
を

作
り
接
合
す
る
方
法
で
す
。
一
方
、

今
回
の
継
手
は
、「
溶
接
継
手
」
と

い
う
方
法
で
、
溶
融
金
属
を
介
し
て

鉄
筋
母
材
と
一
体
に
す
る
工
法
で
す
。

こ
の
継
手
は
、
一
般
的
に
は
あ
ま
り

使
用
し
な
い
方
法
で
、
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
な
先
組
み

鉄
筋
で
、
ガ
ス
圧
接
継
手
が
で
き
な

新建会員が見た熊本地震
　
東
日
本
大
震
災
の
際
に
機
能
性
や

快
適
性
を
重
視
し
て
注
目
を
浴
び
た

木
造
応
急
仮
設
住
宅
が
、
今
回
の
熊

本
地
震
に
お
い
て
は
積
極
的
に
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
建
設
さ
れ

て
い
る
木
造
仮
設
住
宅
の
耐
久
性
は

東
日
本
大
震
災
時
の
も
の
に
比
べ
格

段
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
と
も
に
、

機
能
性
・
快
適
性
の
面
で
も
確
実
に

進
化
を
遂
げ
て
い
ま
し
た
。

　
屋
根
や
壁
の
断
熱
は
、
セ
ル
ロ
ー

ス
フ
ァ
イ
バ
ー
充
填
の
デ
コ
ス
ド
ラ

イ
工
法
、
外
壁
に
は
遮
熱
透
湿
防
水

シ
ー
ト
の
タ
イ
ベ
ッ
ク
シ
ル
バ
ー
、

サ
ッ
シ
は
高
性
能
断
熱
樹
脂
サ
ッ
シ

を
採
用
し
て
あ
り
、
一
般
的
な
住
宅

と
し
て
も
、
か
な
り
高
性
能
で
断
熱

性
に
優
れ
た
建
材
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
内
装
の
床
材
に
も
県

産
材
の
杉
の
無
垢
材
や
、
八
代
地
方

特
産
の
イ
草
を
使
用
す
る
な
ど
、
木

造
な
ら
で
は
の
心
地
良
さ
も
兼
ね
備

え
て
い
ま
し
た
。
復
興
ま
で
の
期
間

が
長
期
化
す
る
傾
向
に
あ
る
中
で
、

持
続
的
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
仮
設

住
宅
と
し
て
、
一
般
の
住
宅
と
変
わ

ら
な
い
ベ
タ
基
礎
や
板
金
屋
根
な
ど

を
採
用
し
、
住
み
続
け
る
た
め
の
耐

久
性
も
備
え
た
造
り
に
な
っ
て
い
る

点
も
特
徴
で
す
。

　
県
内
の
工
務
店
ネ
ッ
ワ
ー
ク
の
奮

闘
と
行
政
の
好
判
断
で
も
あ
り
ま
す

が
、
県
産
材
を
活
用
し
た
質
の
高
い

仮
設
住
宅
を
短
期
間
で
施
工
し
て
い

る
状
況
に
は
敬
意
を
評
す
と
と
も
に
、

今
後
の
住
ま
い
の
再
建
と
復
興
対
策

へ
の
一
筋
の
望
み
を
感
じ
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
・
一
階
柱
の
損
壊

江
国
智
洋

え
く
に
・
と
も
ひ
ろ

東
京
支
部

木
造
応
急
仮
設
住
宅
の
状
況
つ
い
て

鹿
瀬
島
隆
之

か
せ
じ
ま
・
た
か
ゆ
き

福
岡
支
部

1階柱水平方向の亀裂

主筋部分の溶接継ぎ手の破断

スロープを設けた玄関タイプもある

「みんなの家」が木造で作られている

深い玄関軒下と洗濯機置場

ベタ基礎による木造仮設住宅

西原村はプレハブ仮設と混在

鉄骨支柱で支えている状況
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益
城
市
役
所
裏
手
の
、
上
り
坂
の

先
に
そ
の
住
宅
街
が
あ
っ
た
。
傾
い

た
壁
、
折
れ
た
ポ
ー
チ
柱
、
ア
プ
ロ

ー
チ
の
石
畳
は
、
盛
り
上
が
り
と
亀

裂
で
、家
へ
の
進
入
を
拒
ん
で
い
る
。

二
階
屋
の
割
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
か
ら
は
、

垂
れ
下
が
る
カ
ー
テ
ン
が
風
に
あ
お

ら
れ
、
住
む
人
の
気
配
の
途
絶
え
た

建
物
群
の
中
で
、は
た
め
い
て
い
た
。

道
路
脇
の
倒
れ
か
け
た
電
柱
か
ら
は
、

太
い
電
線
が
低
く
垂
れ
下
が
り
、
道

路
を
ふ
さ
い
で
い
る

　

年
5
月
3
日
、
被
災
後

の
熊
本
益
城
町
に
始
め
て
足
を
踏
み

入
れ
た
。

　
小
高
い
丘
状
の
宅
地
に
建
つ
家
々

は
、
比
較
的
新
し
い
建
物
も
多
く
、

多
分
に
新
耐
震
以
降
で
あ
ろ
う
そ
れ

ら
も
、
同
様
の
傾
き
、
引
き
抜
き
、

倒
壊
を
免
れ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
中

で
、
周
囲
の
状
況
と
明
ら
か
に
違
う

住
宅
が
、
何
の
影
響
も
な
か
っ
た
様

子
で
た
た
ず
ん
で
い
た
。
土
留
め
を

兼
ね
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
車
庫

の
上
に
、
モ
ダ
ン
和
風
の
住
い
。

　
建
物
は
、
地
盤
の
上
に
建
っ
て
い

る
、
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
が
、

改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
た
光
景
だ
っ

た
。

　
熊
本
市
内
の
被
害
は
、
ひ
ど
く
瓦

の
落
ち
た
家
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、

外
観
か
ら
は
無
傷
に
近
い
も
の
も
あ

り
、
決
し
て
「
地
盤
が
悪
か
っ
た
か

ら
…
…
」
と
い
え
な
い
く
ら
い
被
害

状
況
が
バ
ラ
バ
ラ
な
の
で
す
。

　
私
が
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

お
住
ま
い
は
、
築
一
九
年
、
性
能
保

証
付
き
。
基
本
し
っ
か
り
造
っ
て
あ

る
は
ず
と
の
思
い
が
先
に
立
ち
ま
す
。

小
屋
裏
か
ら
だ
と
、
外
周
の
筋
違
は

金
物
に
ボ
ル
ト
一
本
だ
け
が
飾
り
の

よ
う
に
つ
い
て
お
り
、
内
部
に
つ
い

て
い
る
筋
違
は
、
釘
さ
え
確
認
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
以
前
に
二
階
の
角
柱

の
う
ち
四
本
は
、
一
階
に
柱
が
存
在

し
な
い
と
い
う
、
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

の
営
業
マ
ン
主
導
で
作
ら
れ
た
プ
ラ

ン
で
し
た
。
当
の
担
当
者
は
直
後
に

退
職
、
会
社
は
非
を
認
め
改
修
の
協

力
を
約
束
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
回
益
城
で
も
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て

2
×
4
」
と
皆
が
呼
ん
だ
構
造
用
合

板
も
使
っ
て
い
な
い
ひ
ど
い
住
宅
も

目
に
し
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か
撤

去
さ
れ
た
あ
の
住
宅
の
持
ち
主
は
ど

う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
一
時
期
基
準
法
を
改
正
し
て
、
水

平
耐
力
を
現
在
の
一・五
倍
に
す
る

と
の
話
も
聞
き
ま
し
た
。そ
れ
よ
り
、

大
き
い
く
く
り
で
耐
力
壁
線
の
よ
う

な
も
の
を
義
務
化
す
る
の
は
ど
う
だ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
一
階
と
二
階

の
つ
な
が
り
を
考
え
る
こ
と
の
ほ
う

が
大
事
な
気
が
し
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
の
実
態
が
残
っ
て
い
る

こ
と
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
解
明

が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
、
内
陸
部
の
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
液
状
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
実

際
に
噴
砂
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
け
で

な
く
、
地
盤
が
沈
ん
だ
と
い
う
と
こ

ろ
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
埋
め
立

て
ら
れ
宅
地
化
さ
れ
た
旧
河
道
か
ら

の
噴
砂
や
、
地
盤
沈
下
の
エ
リ
ア
で

は
や
や
深
い
位
置
に
あ
る
液
状
化
層

の
存
在
も
耳
に
し
ま
し
た
。
阿
蘇
の

火
山
灰
堆
積
層
と
の
関
連
も
指
摘
さ

れ
ま
す
。
実
際
、
い
た
る
と
こ
ろ
で

小
さ
な
橋
の
両
端
が
沈
下
し
て
、
地

震
直
後
は
交
通
麻
痺
の
原
因
と
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
が
訪
れ
た
5
月
初

め
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
す
で
に
処
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
通

行
に
は
支
障
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
布
田
川
断
層
帯
に
近
い
益
城
町
中

心
部
に
は
段
差
一
〇
ほ
ど
の
帯
状

の
緩
斜
面
が
走
る
の
で
す
が
、
古
地

図
に
よ
れ
ば
こ
れ
に
沿
っ
て
集
落
が

並
び
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
後
の
益
城

中
心
部
で
す
。
こ
の
段
差
が
断
層
崖

に
よ
る
も
の
か
下
段
を
流
れ
る
秋
津

川
の
河
岸
段
丘
崖
に
よ
る
も
の
か
は

不
明
で
す
が
、
被
災
地
一
帯
が
段
差

の
浸
食
さ
れ
た
軟
弱
な
緩
斜
面
上
に

あ
っ
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
ま
す
。

何がこの家を守ったのか

周辺道路の状況

谷に向かって傾いている

飾りだけの筋違プレート

なんちゃって2×4

　
宇
城
市
と
西
原
村
の
応
急
木
造
仮

設
住
宅
を
見
学
し
た
。
前
者
は
一
四

戸
の
仮
設
住
宅
。
西
原
村
は
二
一
六

戸
で
、

の
積
層
集
成
材
の
仮
設

と
木
造
仮
設
住
宅
が
半
々
で
あ
る
。

と
も
に
、
生
活
に
便
利
な
場
所
に
建

設
さ
れ
た
仮
設
住
宅
で
あ
る
。
今
般

の
地
震
で
熊
本
県
は
、
ア
ー
ト
ポ
リ

ス
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
で
あ
る
伊
東

豊
雄
氏
の
指
導
で
、
大
型
仮
設
団
地

の
住
戸
配
置
に
雁
行
の
配
置
を
取
り

入
れ
、
広
く
と
っ
た
住
戸
間
に
ベ
ン

チ
を
設
け
た
り
、
四
〇
戸
ご
と
に
木

造
の
「
み
ん
な
の
家
」
を
設
け
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
配
慮
し
た
団
地
計

画
が
な
さ
れ
た
（
テ
ク
ノ
仮
設
団
地

等
）。

　
今
回
見
学
し
た
木
造
仮
設
は
、
在

来
の
鉄
骨
プ
レ
ハ
ブ
の
基
礎
と
違
い
、

べ
た
基
礎
を
採
用
し
て
い
る
。
コ
ス

ト
的
に
在
来
の
鉄
骨
造
の
四
五
〇
万

円
に
比
較
し
、
六
〇
〇
万
円
と
い
う

こ
と
で
（
三
の
二
戸
一
）
国
は
難

色
を
示
し
た
が
、
余
震
が
頻
繁
に
起

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
を
説
得
し

実
施
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ス

ト
の
関
係
上
全
体
の
仮
設
の
15

で

は
あ
る
が
、
県
産
材
を
使
用
し
た
木

造
仮
設
住
宅
も
造
ら
れ
て
い
る
。
サ

ッ
シ
の
ペ
ア
ガ
ラ
ス
、
べ
た
基
礎
仕

様
、床
下
収
納
庫
も
あ
る
。
中
に
は
、

天
井
収
納
庫
の
あ
る
住
宅
も
あ
り
、

東
日
本
大
震
災
で
、
五
年
経
っ
て
も

二
万
数
千
人
の
方
が
仮
設
に
住
ん
で

お
ら
れ
る
実
態
か
ら
、
長
く
住
め
る

住
戸
が
選
定
さ
れ
た
。
工
期
は
鉄
骨

仮
設
と
同
様
一
カ
月
で
、
施
工
は
地

元
の
業
者
が
施
工
。
二
年
三
カ
月
た

て
ば
、
再
度
仮
設
申
請
を
す
る
こ
と

で
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
従

来
の
鉄
骨
プ
レ
ハ
ブ
の
基
礎
は
木
杭

で
、
床
の
傷
み
が
多
々
発
生
し
、
三

年
で
自
費
に
よ
り
手
直
し
し
た
と
の

知
人
の
談
も
あ
り
、
木
造
仮
設
の
将

来
町
営
住
宅
へ
の
切
り
替
え
も
検
討

の
視
野
に
あ
る
よ
う
だ
。

　
た
だ
西
原
村
の
木
造
仮
設
で
は
身

障
者
を
対
象
に
公
募
さ
れ
た
が
、
車

い
す
で
の
使
用
は
考
慮
さ
れ
て
い
な

い
。
益
城
町
で
は
、
10
月
竣
工
で
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
木
造
仮
設
が
六
戸
建

設
さ
れ
て
お
り
、
他
の
市
町
村
で
も

応
急
木
造
仮
設
住
宅
に
思
う

古
川
博

ふ
る
か
わ
・
ひ
ろ
し

福
岡
支
部

地
震
で
露
呈
し
た
欠
陥

渋
田
あ
い
子

し
ぶ
た
・
あ
い
こ

福
岡
支
部

内
陸
部
の
液
状
化
と
益
城
町
中
心
部
の
地
盤

大
坪
克
也

お
お
つ
ぼ
・
か
つ
や

福
岡
支
部

熊
本
益
城
町
の
あ
の
日

矢
野
安
希
子

や
の
・
あ
き
こ

福
岡
支
部

取
り
組
め
る
先
例
が
示
さ
れ
た
。

　
な
お
、
熊
本
で
は
東
日
本
大
震
災

で
あ
っ
た
よ
う
な
学
校
の
運
動
場
に

建
て
た
事
例
は
な
い
。

新建会員が見た熊本地震

鹿瀬島 隆之
新建会員が見た熊本地震
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50

、
一
部
損
壊
も
40

だ
。
81
年

以
降
の
建
物（
新
耐
震
基
準
）で
は
、

全
壊
、
倒
壊
の
割
合
は
木
造
28

。

造
21

。

造
は
建
物
そ
の
も

の
が
な
い
。
木
造
の
被
害
が
多
く
み

え
る
の
は
、
木
造
の
総
数
が
多
い
の

で
あ
っ
て
、被
害
比
率
に
差
は
な
い
。

　
各
地
の
仮
設
住
宅
で
始
め
は
木
造

仮
設
住
宅
は
嫌
わ
れ
て
い
た
が
、
今

は
鉄
骨
仮
設
住
宅
が
嫌
わ
れ
、
木
造

仮
設
住
宅
の
方
が
人
気
が
高
い
。

壁
倍
率
の
高
い
木
造
は
安
全
か

　
耐
震
壁
の
量
を
建
築
基
準
法
の
一

・五
倍
に
す
れ
ば
安
全
だ
と
い
う
話

が
あ
る
。
本
当
だ
ろ
う
か
。
住
宅
で

は
構
造
計
算
を
せ
ず
、
簡
便
な
「
壁

倍
率
」
計
算
で
耐
震
壁
の
量
を
決
め

る
例
が
多
い
。

　

、
、
の
家
を
例
に
し
よ
う
。

一
階
は
み
な
一
〇
〇
㎡
で
、
二
階
の

面
積
が
一
〇
㎡
、
五
〇
㎡
、
一
〇
〇

㎡
と
す
る
。
使
用
す
る
耐
震
壁
は
一

〇
〇
㎝
で
壁
倍
率
三
の
物
を
使
用
す

る
と
仮
定
す
る
。
瓦
仕
様
の
場
合
は

三
三
と
い
う
係
数
を
用
い
る
。

　

、
、
と
も
に
、
一
階
が
一

〇
〇
㎡
な
の
で
一
〇
〇
×
三
三
＝
三

三
〇
〇
と
な
り
、
一
〇
〇
㎝
壁
倍
率

　
熊
本
地
震
の
直
後
、
木
造
は
地
震

に
弱
い
、
瓦
の
家
は
被
害
が
多
い
な

ど
の
情
報
が
多
か
っ
た
。
確
か
に
報

道
は
急
を
要
す
が
、
そ
の
後
冷
静
な

判
断
が
必
要
だ
。
益
城
町
や
西
原
村

で
は
ほ
と
ん
ど
が
木
造
で
、
瓦
屋
根

が
多
い
。
木
造
が
多
い
か
ら
木
造
の

被
害
が
多
い
の
は
当
た
り
前
だ
。
比

率
比
較
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
に
行
っ
た
ら
日
本
人
が
多
か
っ

た
と
い
う
見
解
と
同
じ
で
は
な
い
か
。

「
古
い
家
は
弱
か
っ
た
」
は
間
違
い

　
「
古
い
家
ほ
ど
被
害
が
多
か
っ
た
」

の
は
事
実
で
あ
る
。
土
壁
は
古
い
、

漆
喰
は
古
い
、瓦
屋
根
の
家
は
古
い
。

し
か
し
、
古
い
と
家
の
耐
力
が
弱
い

と
思
う
の
は
間
違
い
で
あ
る
。

　
耐
震
壁
の
計
算
の
た
め
に
壁
倍
率

と
い
う
係
数
が
あ
る
。
一
階
の
延
べ

面
積
に
二
九
と
い
う
係
数
を
掛
け
た

数
値
が
壁
の
必
要
量
で
あ
る
。
現
在

で
は
「
軽
い
屋
根
」
の
一
階
の
壁
量

係
数
は
二
九
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が

年
は
二
一
だ
っ
た
。
そ

の
前
の

年
は
一
二
だ
っ
た
。

な
ん
と
昔
は
現
在
の
四
割
の
必
要
耐

力
で
良
し
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
解
り
と
思
う
が
、
家
が
古
か
っ
た

か
ら
で
は
な
く
、
古
い
基
準
を
採
用

し
て
い
た
か
ら
弱
か
っ
た
の
だ
。
墓

石
で
い
え
ば
、
古
い
、
新
し
い
は
関

係
が
な
い
。
墓
石
も
縦
長
は
倒
れ
て

い
る
し
、
横
長
は
倒
れ
て
い
な
い
。

木
造
の
被
害
が
多
か
っ
た
の
か
? 

　
建
築
学
会
は
益
城
町
の
全
棟
を
調

査
し
た
。
益
城
町
で
は
半
壊
以
上
が

古
川
保

ふ
る
か
わ
・
た
も
つ

す
ま
い
塾
　
古
川
設
計
室

木
造
住
宅
の
被
害
の
実
態

│
│
壊
れ
た
本
当
の
原
因
は

に
お
け
る
被
害
の
二
つ
に
分
け
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ

ら
に
つ
い
て
、
被
害
の
概
要
を
取
り

ま
と
め
た
。

　
益
城
に
お
け
る
激
し
い
地
震
被
害

に
関
し
て
は
、
古
い
建
物
の
耐
震
性

の
低
さ
が
顕
著
で
あ
り
早
急
な
補
強

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
新
し
い
規
準

は
有
効
で
あ
る
が
施
工
精
度
の
問
題

も
含
め
よ
り
耐
震
性
を
高
め
る
た
め

の
方
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

　
熊
本
市
域
で
の
被
害
に
関
し
て
は
、

広
域
に
発
生
し
た
瓦
や
壁
の
被
害
、

明
白
と
な
っ
た
白
蟻
や
腐
朽
な
ど
に

よ
る
劣
化
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

い
く
か
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
熊
本

市
域
や
郊
外
に
存
在
す
る
伝
統
的
構

法
に
よ
る
建
物
に
は
甚
大
な
被
害
は

発
生
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
建

物
を
中
心
と
し
た
熊
本
に
残
る
貴
重

な
町
並
み
を
守
る
た
め
に
は
、
建
物

の
継
続
的
な
利
用
を
は
か
る
た
め
の

と
り
く
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
一
方
、
非
木
造
建
物
の
被
害
に
つ

い
て
は
、
思
い
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な

程
度
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
集

合
住
宅
に
つ
い
て
は
広
域
に
わ
た
っ

て
被
害
が
分
布
し
て
お
り
、
多
く
の

影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
関

し
て
も
今
後
十
分
な
検
討
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

階
部
分
が
地
面
上
に
着
地
す
る
形
に

な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
以
外
に
、
東
区
健
軍
地
域
だ

け
で
も
、
一
階
柱
の
破
壊
に
よ
る
耐

震
改
修
済
み
建
物
の
中
央
部
の
沈
下
、

老
朽
化
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
る
直
前

で
あ
っ
た
五
階
建
て
集
合
住
宅
の
建

物
全
体
に
わ
た
る
軸
組
の
損
傷
、
一

階
柱
の
柱
頭
部
に
お
け
る
激
し
い
せ

ん
断
破
壊
、な
ど
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
建
物
に
つ
い
て
は
、

年
10
月
現
在
で
す
べ
て
解

体
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、

造
集
合
住
宅
に
お
け

る
壁
面
で
の
せ
ん
断
ひ
び
割
れ
の
発

生
な
ど
、
中
程
度
以
下
の
被
害
は
、

熊
本
市
域
全
体
で
見
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
木
造
住
宅
に
お
け
る
軽
微

な
被
害
と
同
様
、
地
域
に
よ
っ
て
被

害
発
生
の
程
度
が
異
な
っ
て
い
る
よ

う
に
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
ら
の
被
害

発
生
の
要
因
に
関
し
て
は
、
今
後
の

検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
鉄
骨
造
建
物
に
関
し
て
は
、
重
量

鉄
骨
に
よ
る
建
物
の
大
き
な
被
害
は
、

筆
者
が
調
査
し
た
地
域
で
は
多
く
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
写
真
19
は
益
城

町
に
お
け
る
四
階
建
て
店
舗
併
用
住

宅
で
あ
る
が
、
二
階
部
分
の
角
形
鋼

管
接
合
部
に
お
け
る
溶
接
が
破
断
し
、

層
崩
壊
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
そ

れ
以
外
の
被
害
と
し
て
、
鉄
骨
骨
組

に
取
り
付
け
た
外
装
材
の
落
下
は
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
見
受
け
ら
れ
た（
写

真
20
）。

被
害
の
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　
熊
本
地
震
に
よ
る
被
害
に
関
し
て

は
、
震
源
近
傍
の
二
度
に
わ
た
る
大

き
な
地
震
動
に
さ
ら
さ
れ
た
益
城
等

に
お
け
る
激
し
い
被
害
、
震
源
近
傍

よ
り
は
地
震
動
は
弱
い
も
の
の
さ
ま

ざ
ま
な
建
物
が
存
在
す
る
熊
本
市
域

写真20

写真1　墓石建物ABC

写真19
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の
耐
震
壁
は
一
一
枚
必
要
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、家
の
重
さ
の
比
率
は（

＝
一
一
〇
）：（
＝
一
五
〇
）：（

－
＝
二
〇
〇
）
と
違
う
の
に
、
必
要

耐
震
壁
量
は
、
、
す
べ
て
が

一
一
枚
な
の
だ
。
な
ん
と
な
く
お
か

し
い
。

　
新
築
に
は
使
わ
な
い
が
、「
耐
震

診
断
」と
い
う
計
算
法
が
あ
る
。「
壁

倍
率
」
よ
り
、
計
算
が
一
つ
多
く
な

る
が
、
計
算
結
果
を
枠
内
に
記
す
。

　
建
築
基
準
法
の
「
壁
倍
率
」
と
比

較
す
れ
ば
、
総
二
階
（
タ
イ
プ
）

の
必
要
数
は
二
〇
枚
で
、
一
一
枚
と

は
あ
ま
り
に
開
き
が
大
き
い
。「
壁

倍
率
」
の
一・二
五
倍
は
一
四
枚
で
、

一・五
倍
は
一
七
枚
と
な
る
。
つ
ま

り
「
壁
倍
率
」
×
一・五
＝
「
耐
震

診
断
」
で
あ
る
。

　
「
壁
倍
率
」
は
基
準
法
で
、「
耐
震

診
断
」
は
法
律
で
は
な
い
。
構
造
が

理
由
の
裁
判
に
な
れ
ば
、
法
律
を
守

る
こ
と
が
重
要
な
の
で「
耐
震
診
断
」

よ
り
「
壁
倍
率
」
を
重
要
視
す
る
。

の
よ
う
な
家
の
場
合
に
は
、
耐
震

壁
を
一・五
倍
に
す
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
。

瓦
屋
根
は
地
震
に
弱
い
?

　
瓦
の
被
害
を
施
工
年
で
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

・

年
ま
で
の
家
は
、
ほ
ぼ

瓦
の
屋
根
で
、
90

が

被
害
を
受
け
て
い
る
。

・

年
ま
で
の
家
は
、
90

が
瓦
の
屋
根
で
、
10

が
軽
い
屋

根
だ
。
と
も
に
被
害
を
受
け
て
い

る
。

・

年
以
降
の
家
は
、
60

が
瓦
の
屋
根
で
、
40

が
軽
い
屋

根
だ
。
と
も
に
被
害
は
少
な
い
。

　
確
か
に
、
古
い
基
準
で
建
て
た
建

築
は
瓦
が
多
く
、
被
害
も
多
か
っ
た

の
だ
。
し
か
し
、前
述
し
た
よ
う
に
、

建
物
が
古
い
か
ら
で
は
な
く
、
古
い

基
準
を
採
用
し
た
家
が
被
害
を
多
く

受
け
た
と
い
う
こ
と
だ
。
新
し
い
基

準
で
建
て
た
建
築
は
被
害
が
少
な
く
、

瓦
屋
根
の
被
害
も
少
な
い
。
し
た
が

っ
て
、「
瓦
屋
根
は
地
震
に
弱
い
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　
別
の
問
題
で
、
建
物
本
体
は
し
っ

か
り
し
て
い
る
が
、
棟
瓦
が
落
ち
る

被
害
は
多
く
あ
っ
た
。
だ
が
、

年
に
瓦
組
合
が
発
表
し
た

自
主
施
工
基
準
「
瓦
施
工
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
よ
る
瓦
施
工
法
」、
こ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
た
施
工
の
建
物

の
瓦
は
、
ほ
と
ん
ど
落
下
し
て
い
な

い
。

瓦
を
見
捨
て
る
愚
か
者

　
瓦
は
重
い
か
ら
、
地
震
に
弱
い
と

知
識
者
の
発
言
が
多
く
あ
っ
た
。
瓦

屋
根
だ
と
確
か
に
5
〜

ほ
ど
家

は
重
く
な
り
、
地
震
に
は
不
利
に
働

く
。
そ
の
た
め
耐
震
壁
を
5
〜

多
く
入
れ
る
。屋
根
が
軽
か
っ
た
ら
、

設
計
者
は
軽
い
分
耐
震
壁
は
減
ら
す
。

軽
い
屋
根
も
、
重
い
屋
根
も
地
震
対

策
上
入
れ
る
耐
震
壁
の
割
合
は
同
じ

だ
。
問
題
は
、
安
全
の
た
め
に
耐
震

壁
を
余
分
に
い
れ
る
か
、
ギ
リ
ギ
リ

に
い
れ
る
か
の
問
題
だ
。

　
被
害
を
受
け
た
家
の
屋
根
を
瓦
か

ら
軽
い
屋
根
に
変
え
た
い
と
い
う
人

は
多
く
い
る
が
、
良
く
考
え
て
ほ
し

い
。
確
か
に
屋
根
を
軽
く
す
れ
ば
一

割
近
く
は
地
震
に
対
し
て
有
利
に
な

る
が
、
減
価
償
却
に
達
し
て
な
い
も

の
を
、
二
〇
〇
万
円
の
費
用
を
掛
け

て
寿
命
の
短
い
屋
根
に
変
え
る
の
は

勿
体
な
い
。屋
根
の
瓦
は
修
繕
し
て
、

壁
や
建
具
で
耐
震
壁
補
強
を
一
割
増

や
し
た
方
が
安
く
つ
き
、
利
口
な
や

り
か
た
だ
。

修
理
が
効
か
な
い

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
天
草
庁
舎
、
八
代
庁
舎
、
人
吉
庁

舎
、
宇
土
庁
舎
が
建
て
替
え
る
。
見

る
か
ら
に
ズ
タ
ズ
タ
の
宇
土
庁
舎
の

解
体
は
当
然
と
思
う
が
、
他
の
三
庁

舎
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
熊
本
市
内
の

造
五
階
建
て
の
市
民
病
院
も
被

害
を
受
け
て
建
て
直
し
と
い
う
。
凛

と
し
て
建
っ
て
い
る
の
に
。
五
階
建

て
の
一
階
の
柱
を
入
れ
替
え
る
わ
け

に
も
い
か
な
い
。
被
害
が
小
さ
く
て

も

造
は
修
繕
費
用
が
高
く
つ
く

の
だ
ろ
う
。

　
そ
の
点
、
木
造
は
よ
い
。
倒
壊
し

て
な
け
れ
ば
、
大
体
の
修
復
は
可
能

だ
。「
全
壊
」
と
は
被
害
率
が
50

以
上
「
大
規
模
な
半
壊
」
は
40

〜

49

の
こ
と
だ
。
理
屈
で
い
え
ば
二

〇
〇
〇
万
円
の
家
の
修
理
費
は
「
全

壊
」
で
一
〇
〇
〇
万
円
程
度
、「
大

規
模
な
半
壊
」
で
八
〇
〇
万
円
〜
一

〇
〇
〇
万
円
だ
。
木
造
は
限
り
な
く

修
繕
は
可
能
だ
。
し
か
し
、
修
繕
よ

り
新
築
が
安
い
と
い
う
人
が
い
る
。

坪
二
五
万
円
と
か
の
劣
悪
新
築
住
宅

を
比
較
す
る
も
の
で
は
な
い
。
建
築

は
材
料
費
と
手
間
で
あ
る
。
手
間
代

だ
け
の
修
繕
が
高
く
つ
く
は
ず
が
な

い
。

柱
の
引
き
抜
き

　
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
や
ホ
ー
ル
ダ
ウ

ン
金
物
の
引
き
ち
ぎ
れ
が
報
道
さ
れ
、

も
っ
と
強
い
ボ
ル
ト
に
す
べ
き
と
思

っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
耐
震
壁
で
あ
る
が
筋
違
い

地
震
力
を
受
け
と
、
地
震
力
の
三
倍

が
柱
の
引
き
抜
き
と
な
る
。し
か
し
、

引
っ
張
り
力
の
反
対
に
は
圧
縮
が
発

生
し
て
い
る
。
筋
違
い
の
頭
に
大
き

な
梁
が
あ
れ
ば
、
引
き
抜
き
力
は
激

減
す
る
。
簡
略
式
で
あ
る
が
、
引
っ

張
り
力
が
二
発
生
し
て
も
、
大
き

な
梁
が
あ
れ
ば
基
礎
部
の
引
き
抜
き

力
は
〇・五
に
減
る
。
伝
統
構
法

の
家
は
梁
が
大
き
く
壁
倍
率
も
低
い

の
で
、
土
台
や
基
礎
へ
の
被
害
は
少

な
い
。「
壁
倍
率
三
」
以
下
の
場
合

は
引
き
抜
き
金
物
が
必
要
な
い
場
合

が
あ
る
。

　
最
近
の
家
は
壁
倍
率
を
四
〜
五
倍

に
上
げ
る
。
す
る
と
さ
ら
に
、
引
き

抜
き
が
大
き
く
発
生
す
る
。
梁
が
細

い
と
柱
の
引
き
抜
き
が
大
き
く
発
生

す
る
。

　
確
か
に
、
頑
強
に
留
め
つ
け
な
い

と
横
へ
移
動
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

あ
る
学
者
の
方
か
ら
柱
の
足
の
踏
み

は
ず
し
は
絶
対
い
け
な
い
、
柱
が
石

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
踏
み
外
す
と

土
部
に
刺
さ
り
、
家
が
転
倒
す
る
と

言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、事
実
は
、

家
の
廻
り
一
は
、
人
が
良
く
歩
き

回
る
の
で
、
土
は
結
構
締
め
固
ま
っ

て
、
家
は
転
倒
し
な
か
っ
た
。
家
が

動
く
場
合
は
逆
に
内
部
の
被
害
は
非

常
に
少
な
い
。

見
え
る
構
造

　
真
壁
造
り
の
家
は
柱
、
梁
等
構
造

が
は
っ
き
り
外
部
か
ら
見
え
る
。
壁

の
僅
か
な
ヒ
ビ
、
接
合
部
の
緩
み
ま

で
確
認
で
き
る
。
見
え
す
ぎ
る
の
で

建
て
主
は
不
安
が
る
。
は
た
し
て
見

え
な
い
方
が
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
見

え
れ
ば
修
理
方
法
が
わ
か
り
、
対
策

が
打
て
る
。

　
土
壁
真
壁
の
場
合
は
、
漆
喰
・
砂

漆
喰
・
中
塗
り
・
土
壁
・
貫
、
梁
・

まず 1階と 2階の比率から係数を求める。
A：K=0.4+0.6× 10/100=0.46
B：K=0.4+0.6× 50/100=0.7
C：K=0.4+0.6× 100/100=0.1

瓦屋根の 1階 100㎡の建物の必要壁量は
A：Q=0.92× 100× 0.46=42.43
B：Q=0.92× 100× 0.7=64.4
C：Q=0.92× 100× 0.1=92
となる。30× 90の筋交いの耐力は 4.8KN/㎡だ。

それで、必要な耐力壁の量は
A：42.43÷ 4.8=8.8→ 9枚
B：64.4÷ 4.8=13,3→ 14枚
C：92÷ 4.8=19.1→ 20枚となる。

写真2　80㎝移動の建物も瓦はおちていない

写真4　柱の踏み外し

柱の引き抜き

写真3　軽い屋根の家の倒壊

鹿瀬島 隆之
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柱
の
順
番
で
被
害
を
受
け
る
。
漆
喰

の
被
害
を
受
け
砂
漆
喰
が
大
丈
夫
だ

っ
た
ら
、
中
塗
り
下
の
構
造
体
は
ほ

ぼ
大
丈
夫
で
、
砂
漆
喰
が
被
害
を
受

け
、
中
塗
り
が
大
丈
夫
だ
っ
た
ら
土

壁
以
下
の
構
造
は
ほ
ぼ
大
丈
夫
だ
。

中
が
柔
ら
か
く
、
外
部
が
固
い
か
ら

そ
う
な
る
の
だ
。
修
理
費
用
は
外
部

が
安
く
、
中
へ
行
け
ば
行
く
ほ
ど
高

く
つ
く
。
土
壁
は
一
／
九
〇
（
大
体

柱
の
上
端
で
三
〇
㎜
程
度
）
傾
い
た

ら
ヒ
ビ
が
入
り
、
震
度
五
程
度
で
ヒ

ビ
が
は
い
る
の
は
想
定
内
な
の
だ
。

　
引
違
の
建
具
の
場
合
、
取
り
外
す

た
め
に
枠
の
長
さ
よ
り
建
具
の
長
さ

が
三
〜
五
㎜
ほ
ど
短
い
。
地
震
で
柱

が
横
に
揺
れ
、
柱
が
斜
め
に
な
り
、

枠
が
ひ
し
形
に
な
り
、
縦
が
短
く
な

る
。
建
具
が
枠
に
追
随
で
き
ず
、
鴨

居
に
引
っ
か
か
り
、
柱
は
強
引
に
元

に
戻
る
が
、
建
具
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
状
態
の
と
き
が
あ
る
。
こ
の

家
が
揺
れ
た
跡
形
で
も
あ
る
。
上
部

で
一
二
㎝
の
差
が
あ
る
の
で
、
こ
の

家
は
最
低
一
／
一
五
は
傾
い
た
証
拠

で
あ
る
。
建
具
が
建
物
の
変
形
の
生

き
証
人
と
な
る
。

見
え
な
い
構
造

　
最
近
、
大
壁
が
多
く
な
っ
た
。
中

の
構
造
は
外
部
か
ら
も
室
内
か
ら
も

ま
っ
た
く
見
え
な
い
。
表
面
の
サ
イ

デ
ン
グ
や
ク
ロ
ス
に
亀
裂
が
入
っ
て

い
れ
ば
被
害
が
確
認
で
き
る
が
、
筋

交
い
が
折
れ
た
り
、
仕
口
が
欠
落
し

て
い
る
場
合
の
確
認
は
難
し
い
。
最

近
の
超
高
気
密
高
断
熱
の
家
で
は
、

付
加
断
熱
仕
様
が
確
認
を
さ
ら
に
困

難
に
し
て
い
る
。
分
厚
い
断
熱
層
は

布
団
の
よ
う
で
あ
り
、
検
査
は
布
団

の
上
か
ら
聴
診
器
を
当
て
る
よ
う
な

も
の
だ
。
中
が
確
認
で
き
な
い
も
の

を
、表
面
的
被
害
の
確
認
だ
け
で「
安

全
」の
太
鼓
判
を
押
す
の
は
疑
問
だ
。

り
災
判
定
で
「
被
害
な
し
」
が
、
実

は
半
壊
状
態
だ
っ
た
と
い
う
の
は
、

あ
り
う
る
話
で
、
見
え
な
い
被
害
の

方
が
怖
い
。

　
古
い
建
物
は
真
壁
が
多
く
、
被
害

が
良
く
み
え
る
の
で
「
古
い
家
は
地

震
に
弱
い
」
と
見
え
る
が
、
実
態
は

わ
か
ら
な
い
。
転
ん
で
傷
だ
ら
け
の

人
と
ス
テ
ー
ジ
四
の
が
ん
患
者
を
外

見
か
ら
み
て
、
外
傷
の
人
を
重
篤
と

判
断
す
る
よ
う
な
も
だ
。

断
熱
材
の
カ
ビ

　
熊
本
に
お
い
て
、
断
熱
材
は
グ
ラ

ス
ウ
ー
ル
が
主
流
だ
。
省
エ
ネ
法
の

施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
「
隙
間
な
く

き
っ
ち
り
施
工
の
こ
と
」
と
書
い
て

あ
る
が
、
熊
本
の
住
宅
の
モ
ジ
ュ
ー

ル
は
九
五
五
㎜
が
多
く
、
九
一
〇
㎜

モ
ジ
ュ
ー
ル
用
の
断
熱
材
を
充
填
す

れ
ば
間
柱
間
で
二
㎝
あ
ま
る
。「
隙

間
な
く
き
っ
ち
り
施
工
」
は
ほ
と
ん

ど
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
、
被
災
現

場
か
ら
読
み
取
れ
る
。
断
熱
材
メ
ー

カ
ー
の
施
工
基
準
は
九
一
〇
㎜
や
一

〇
〇
〇
㎜
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
検
証
す
る

の
で
、
多
様
な
工
法
に
は
適
合
し
て

い
な
い
。
温
暖
地
で
は
、
十
分
に
理

解
し
な
い
高
断
熱
仕
様
が
結
露
を
生

み
、
カ
ビ
が
生
え
る
。
倒
壊
し
た
家

の
壁
の
中
を
み
る
と
、
昔
の
断
熱
材

は
黒
色
だ
っ
た
の
か
と
疑
い
た
く
な

る
ほ
ど
真
っ
黒
の
カ
ビ
だ
。

建
築
の
ゴ
ミ

　
全
壊
の
建
物
は
八
〇
〇
〇
棟
で
、

半
壊
で
も
壊
す
家
が
あ
る
。「
半
壊
」

は
修
繕
し
て
住
め
る
家
の
基
準
だ
が

「
半
壊
」
で
も
公
費
で
解
体
を
し
て

く
れ
る
。「
半
壊
」
で
は
見
舞
金
は

出
な
い
が
、「
半
壊
」
の
認
定
を
受

け
解
体
す
れ
ば
、
解
体
費
用
だ
け
で

な
く
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
万
円
も
の
見

舞
金
が
出
る
の
で
、
解
体
を
促
進
し

て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

　
建
物
を
解
体
し
た
ら
建
築
廃
材
が

多
く
出
る
。
産
業
廃
棄
物
の
半
分
は

建
築
廃
材
が
占
め
る
。
家
庭
ご
み
は

分
別
が
進
み
、
石
油
製
品
は
も
う
一

回
製
品
化
す
る
方
向
で
ゴ
ミ
の
量
は

減
っ
て
い
る
が
、
建
築
廃
材
は
そ
う

で
は
な
い
。
逆
に
問
題
が
複
雑
化
し

て
い
る
。
問
題
は
複
合
材
だ
。
木
材

は
燃
え
る
ゴ
ミ
、
鉄
は
資
源
ゴ
ミ
だ

が
、
木
と
鉄
を
複
合
化
さ
せ
れ
ば
埋

め
立
て
ゴ
ミ
と
な
る
。
現
在
の
被
災

に
あ
っ
た
伝
統
構
法
の
家
の
解
体
ゴ

ミ
は
、
土
と
藁
と
木
と
竹
で
、
埋
め

立
て
ゴ
ミ
は
ご
く
僅
か
だ
。
伝
統
的

構
法
の
建
物
こ
そ
、
ゴ
ミ
が
す
く
な

い
孫
の
代
を
考
え
た
次
世
代
住
宅
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
も
の
づ
く
り
は
ご
み
づ
く
り
だ
。

作
る
時
点
で
処
分
の
こ
と
を
考
え
て

お
く
べ
き
だ
。
ゴ
ミ
の
視
点
か
ら
伝

統
建
築
は
良
い
教
科
書
だ
。
石
膏
ボ

ー
ド
の
使
用
を
止
め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
が
、対
策
は
取
れ
る
は
ず
だ
。

石
膏
ボ
ー
ド
は
、
新
品
は
一
枚
三
五

〇
円
と
安
い
が
、
処
分
時
は
六
〇
〇

円
だ
。

や
冷
蔵
庫
と
同
じ
よ
う

に
、
購
入
時
に
処
分
費
を
負
担
す
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
石
膏
ボ
ー

ド
が
処
分
費
を
含
み
新
品
時
九
五
〇

円
に
な
れ
ば
、
杉
板
と
ほ
ぼ
同
価
と

な
り
、
杉
の
羽
目
板
が
ビ
ニ
ー
ル
ク

ロ
ス
と
勝
負
で
き
る
こ
と
に
な
る
の

に
。

構
造
材
の
ヒ
ビ

　
地
震
で
柱
や
梁
に
ヒ
ビ
が
は
い
り
、

大
丈
夫
か
と
多
く
の
質
問
が
来
た
。

木
は
乾
燥
す
る
と
収
縮
す
る
。
柱
の

中
心
部
を
含
ん
で
い
る
木
材（
芯
持
）

は
乾
燥
す
れ
ば
収
縮
す
る
。
そ
の
と

き
外
部
に
ヒ
ビ
が
入
る
。
そ
の
ヒ
ビ

は
柱
の
中
心
で
止
ま
る
。
ヒ
ビ
を
嫌

い
最
初
か
ら
柱
の
背
に
割
れ
を
い
れ

る
こ
と
さ
え
あ
る
。
中
心
ま
で
の
ヒ

ビ
は
、
強
度
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
し

な
い
。
危
険
な
こ
と
は
中
心
を
越
え

て
ヒ
ビ
が
は
い
る
貫
通
割
れ
だ
。
人

工
乾
燥
の
場
合
は
内
部
割
れ
を
起
こ

し
て
い
る
の
で
、
地
震
に
よ
る
ひ
び

割
れ
が
貫
通
割
れ
を
起
こ
し
て
い
る

可
能
性
は
高
い
。
貫
通
割
れ
か
を
判

断
す
る
に
は
、
割
れ
目
に
細
い
針
金

を
入
れ
て
み
る
と
分
か
る
。
針
金
深

さ
が
、
柱
の
半
分
以
下
な
ら
強
度
上

安
全
だ
。
し
か
し
、
大
壁
の
場
合
は

確
認
が
で
き
な
い
の
は
困
っ
た
こ
と

だ
。

液
状
化

　
熊
本
市
の
液
状
化
マ
ッ
プ
で
あ
る
。

海
の
近
く
は
、
液
状
化
が
極
め
て
高

い
（
上
）
地
域
（
赤
が
濃
い
）
で
あ

る
が
、
震
源
地
よ
り
遠
か
っ
た
の
で

液
状
化
の
発
生
は
少
な
い
。し
か
し
、

液
状
化
が
極
め
て
高
い
（
下
）
地
域

写真6　障子は変形角の生き証人

写真7　見えない被害
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よ
り
遠
ざ
か
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て

は
海
岸
線
に
近
く
長
崎
と
の
交
易
も

盛
ん
だ
っ
た
と
い
う
。
天
草
の
海
産

物
や
背
後
の
泉
の
茶
な
ど
の
集
散
地

と
し
て
地
域
経
済
の
中
心
を
担
っ
て

い
た
。
昭
和
40
年
代
に
行
わ
れ
た
通

り
の
拡
幅
工
事
に
と
も
な
う
軒
切
に

よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
商
店
は
前
面
の

フ
ァ
サ
ー
ド
を
失
っ
た
も
の
の
、
妻

入
居
蔵
造
り
の
店
舗
付
き
町
家
が
現

存
し
て
お
り
、
か
つ
て
の
町
並
み
を

伝
え
て
い
る
。

熊
本
県
宇
城
市
小
川
町
商
店
街

に
つ
い
て

　
熊
本
県
宇
城
市
は
熊
本
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
人
口
六
万
四
〇
六

人
（
平
成
28
年
9
月
住
基
台
帳
）。

平
成
17
年
に
松
橋
町
、
不
知
火
町
、

三
角
町
、
小
川
町
、
豊
野
町
に
よ
る

平
成
の
大
合
併
で
宇
城
市
と
な
っ
た
。

　
小
川
町
商
店
街
は
、
八
代
郡
氷
川

町
と
の
境
を
流
れ
る
砂
川
と
東
部
の

山
間
地
に
接
す
る
よ
う
に
位
置
す
る
。

　
細
川
時
代
に
は
薩
摩
街
道
の
宿
場

町
と
し
て
栄
え
た
。
現
在
は
干
拓
に

磯
田
節
子

い
そ
だ
・
せ
つ
こ

熊
本
高
等
専
門
学
校
客
員
教
授

熊
本
県
宇
城
市
小
川
町
商
店
街
の

伝
統
的
町
家
の
被
災
状
況
と
復
興
支
援

（
薄
い
赤
）
で
は
あ
ら
ゆ
る
場
所
で

発
生
し
て
い
る
。
熊
本
市
内
の
半
分

が
極
め
て
高
い（
下
）地
域
で
あ
る
。

弊
社
か
ら
一
〇
〇
近
く
に
元
銀
行

で
頑
丈
な
造
り
の
鉄
骨
造
の
建
物
が

あ
る
。
解
体
が
始
ま
っ
た
。
構
造
を

表
に
出
し
た
美
し
い
建
物
だ
が
、
液

状
化
で
沈
下
し
、
傾
い
た
。

な

の
で
、
修
繕
す
る
の
に
多
額
の
お
金

が
か
か
る
の
で
解
体
と
な
っ
た
。
な

ん
と
な
く
お
し
い
。
液
状
化
で
二
〇

㎝
近
く
沈
下
し
た
家
の
上
部
構
造
に

ほ
と
ん
ど
被
害
は
な
い
が
、
補
修
費

用
は
八
〇
〇
万
円
〜
一
〇
〇
〇
万
円

も
か
か
る
。

　
足
固
め
が
あ
る
伝
統
的
構
造
の
場

合
は
、
豊
洲
市
場
と
同
じ
く
床
下
空

間
が
あ
る
。
す
る
と
修
復
工
事
は
簡

単
だ
。
液
状
化
地
域
で
は
震
度
五
で

起
き
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
震
度

六
強
の
地
震
で
は
、
液
状
化
（
地
盤

沈
下
）
は
ど
こ
に
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
。
い
ま
ま
で
、
ス
エ
ー
デ
ン

式
サ
ウ
ン
デ
ン
グ
調
査
地
盤
調
査
で
、

液
状
化
の
予
測
を
聞
い
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
ス
エ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン
デ

ン
グ
調
査
の
限
界
だ
と
㈱

の
高
森
洋
氏
は
言
う
。
杭
基
礎
を
薦

め
れ
ば
よ
い
か
高
額
と
な
る
。
そ
れ

よ
り
、
起
き
た
時
の
修
繕
の
し
や
す

さ
を
考
え
て
お
い
た
が
賢
明
だ
。
在

来
工
法
の
場
合
は
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

を
継
ぎ
足
せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
か
、

伝
統
構
法
の
場
合
は
足
固
め
材
を
ジ

ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
し
、
柱
を
根
継
す
る

よ
う
に
し
て
お
く
の
が
、
安
い
工
事

対
策
だ
。

被
災
後
の
修
理
に
優
れ
た
伝
統
構
法

　
日
本
は
災
害
天
国
と
ゴ
ミ
天
国
だ
。

地
震
、
雷
、
火
山
噴
火
、
火
砕
流
、

大
雨
、
液
状
化
、
大
雪
、
灼
熱
、
高

湿
、
土
砂
崩
れ
、
土
石
流
、
氾
濫
、

津
波
、台
風
、高
潮
、竜
巻
が
あ
り
、

災
害
の
総
合
商
社
だ
。
原
子
力
発
電

所
の
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
人
は

将
来
の
ゴ
ミ
に
関
心
が
な
い
。今
は
、

地
震
に
強
い
家
だ
け
が
特
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。
す
る
と
、
四
角
の
形
で

窓
が
小
さ
く
、
軒
の
出
が
な
く
、
軽

い
家
と
な
り
、
台
風
に
は
弱
い
家
と

な
る
。
災
害
の
す
べ
て
に
対
応
す
る

に
は
潜
水
艦
し
か
な
い
。

　
災
害
に
対
抗
す
る
家
で
は
な
く
、

災
害
を
う
け
て
も
修
繕
方
法
が
明
示

で
き
る
対
応
が
よ
い
。
①
屋
根
の
一

部
に
被
害
を
受
け
て
も
予
備
の
屋
根

材
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
②
構
造
が

見
え
る
真
壁
で
あ
る
こ
と
③
部
材
の

交
換
が
し
や
す
い
こ
と
④
地
盤
沈
下

し
た
場
合
建
物
だ
け
嵩
上
げ
で
き
る

構
造
に
し
て
お
く
こ
と
、
ゴ
ミ
が
少

な
い
こ
と
だ
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の

四
つ
を
兼
ね
備
え
た
日
本
の
伝
統
構

法
は
、
日
本
の
災
害
が
生
み
出
し
た

家
な
の
だ
。

液状化マップ

写真11　足固めをジャッキアップする

布田川断層帯・日奈久断層帯の活断層位置と調査地点

昭和50年代の小川町商店街

鹿瀬島 隆之
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小
川
町
商
店
街
と
日
奈
久
断
層

　
小
川
町
の
震
度
は
4
月
14
日
前
震
：

震
度
六
弱
、
4
月
15
日
余
震
：
震
度

六
強
、
4
月
16
日
本
震
は
震
度
六
強

で
あ
る
。
小
川
町
商
店
街
は
日
奈
久

断
層
と
地
形
図
を
重
ね
て
み
る
と
、

日
奈
久
断
層
の
上
に
位
置
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

小
川
町
商
店
街
の
被
災
状
況

登
録
文
化
財
、
新
麹
屋

　
平
成
25
年
度
に
新
麹
屋
の
登
録
文

化
財
申
請
の
た
め
の
調
査
を
学
生
た

ち
と
行
い
、
平
成
28
年
2
月
に
登
録

文
化
財
と
な
っ
た
。そ
の
関
係
か
ら
、

震
災
直
後
に
当
主
の
柏
原
さ
ん
か
ら

建
物
を
見
て
ほ
し
い
と
連
絡
が
あ
り
、

4
月
26
日
に
現
地
に
入
っ
た
。

　
新
麹
屋
は
明
治
16
年
の
町
屋
棟
は

ほ
と
ん
ど
損
傷
な
し
、
座
敷
棟
と
町

屋
棟
の
繋
ぎ
部
分
の
差
し
鴨
居
が
少

し
開
い
て
、
天
井
が
半
分
程
度
落
ち

て
い
た
。
離
れ
棟
（
大
正
11
年
）
は

創
建
当
時
の
土
居
葺
き
瓦
の
大
半
が

落
ち
て
、
雨
漏
り
が
一
階
ま
で
達
し

て
い
た
。
二
階
建
て
は
足
場
無
し
で

は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
掛
け
て
も
ら
え

ず
、
室
内
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
掛
け

て
し
の
ぐ
し
か
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

当
時
は
ま
ず
雨
漏
り
を
防
ぐ
こ
と
が

当
面
の
課
題
で
あ
っ
た
。

他
の
町
家
の
被
災
状
況

　
小
川
町
商
店
街
は
七
町
か
ら
な
る

が
、
新
麹
屋
の
あ
る
上
町
と
隣
の
中

町
に
は
江
戸
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

建
て
ら
れ
た
町
家
が
数
多
く
現
存
し

て
い
る
。
新
麹
屋
の
向
か
い
に
あ
る

塩
屋
は
明
治
39
年
の
町
家
、
土
葺
き

の
瓦
が
落
ち
雨
漏
り
が
一
階
ま
で
達

し
て
い
た
。
一
階
座
敷
の
床
の
間
の

土
壁
が
落
ち
、
縁
側
の
天
井
も
落
下

し
土
が
散
乱
し
て
い
た
。
数
件
先
の

綿
屋
は
明
治
20
年
代
の
町
家
、
棟
瓦

が
一
部
崩
壊
し
て
雨
漏
り
、
一
階
の

ガ
ラ
ス
戸
や
襖
な
ど
の
建
具
の
ほ
と

ん
ど
が
外
れ
て
い
た
。
そ
の
先
の
若

城
金
物
店
は
万
延
2
年
、
中
庭
に
あ

る
漆
喰
壁
の
塀
（
一
部
が
炊
事
場
の

壁
を
兼
ね
る
）
が
倒
壊
し
、
建
物
外

壁
の
漆
喰
壁
が
か
な
り
の
箇
所
で
崩

落
し
て
い
た
。

　
商
店
街
全
体
と
し
て
は
全
壊
の
建

物
が
四
件
見
ら
れ
た
。
料
亭
高
岡
は

二
階
が
ね
じ
れ
る
よ
う
に
し
て
倒
壊

し
て
い
た
。
土
葺
き
の
瓦
が
落
ち
て

い
る
も
の
や
、
漆
喰
壁
の
崩
落
が
数

多
く
見
ら
れ
た
。

支
援
の
開
始

町
家
の
修
復
に
向
け
た
話
し
合
い
の
開
催

　
前
述
の
よ
う
に
江
戸
末
か
ら
明
治

に
建
て
ら
れ
た
立
派
な
町
家
は
、
土

葺
き
の
瓦
は
落
ち
、
漆
喰
壁
は
崩
れ

て
い
る
も
の
の
、
柱
・
梁
な
ど
の
軸

組
の
損
傷
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
正
直
驚
き
で
あ

っ
た
。
改
め
て
町
家
の
木
構
造
の
強

さ
を
実
感
し
た
。
し
か
し
、
現
地
入

り
し
た
4
月
26
日
に
綿
屋
が
壊
さ
れ

る
こ
と
を
聞
い
た
。
綿
屋
は
棟
瓦
の

一
部
損
壊
、
建
具
な
ど
が
外
れ
て
い

る
程
度
で
、
軸
組
な
ど
の
損
傷
は
ま

っ
た
く
な
い
。
一
般
の
方
々
に
と
っ

て
「
古
い
木
造
建
築
＝
危
険
」
と
思

わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
新
聞

な
ど
で
も
「
古
い
建
物
を
中
心
に
被

害
が
多
く
…
…
」
と
報
道
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
き
ち
ん
と
建

て
ら
れ
た
伝
統
的
な
町
家
の
強
さ
と
、

た
と
え
全
壊
と
診
断
さ
れ
て
も
木
造

建
築
は
修
復
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
な
け
れ
ば
次
々
に
町
家
が
取
り

壊
さ
れ
る
の
で
は
、
と
柏
原
さ
ん
に

相
談
し
、
上
町
、
中
町
の
方
々
に
呼

び
掛
け
て
5
月
14
日
に
上
町
公
民
館

で
話
し
合
い
を
開
催
し
た
。

　
熊
大
大
学
院
生
の
坂
田
君
が
小
川

町
商
店
街
の
被
災
状
況
を
説
明
、
新

建
福
岡
支
部
か
ら
か
ら
大
坪
さ
ん
、

宮
本
さ
ん
や
松
尾
さ
ん
、
左
官
の
矢

羽
田
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
り
、
伝
統

的
な
木
造
建
築
の
強
さ
の
理
由
や
修

復
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な

話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
終
了
後
数

件
の
町
屋
を
回
り
、
応
急
措
置
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

被
災
住
宅
相
談
会
の
開
催

　
続
い
て
、
6
月
19
日
に
「
被
災
住

宅
相
談
会
」
を
上
町
公
民
館
で
開
催

し
た
。
柏
原
さ
ん
に
お
願
い
し
て
回

覧
板
で
周
知
し
て
い
た
だ
い
た
。
新

建
福
岡
支
部
か
ら
五
人
の
専
門
家
に

来
て
い
た
だ
き
一
一
件
の
相
談
が
あ

っ
た
。
相
談
後
要
望
が
あ
っ
た
三
軒

の
住
宅
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
で

輪
島
市
黒
島
を
紹
介

　
9
月
21
日
に
金
沢
市
の
㈱
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ネ
ッ
ト
の
小
柳
さ
ん
に
来
て
い

た
だ
い
て
、
輪
島
市
黒
島
地
区
が
能

登
半
島
地
震
で
被
災
し
な
が
ら
も
重

要
伝
統
的
建
築
物
群
保
存
地
区
（
以

下
伝
建
地
区
）
に
選
定
さ
れ
、
そ
れ

に
至
る
過
程
に
つ
い
て
お
話
を
し
て

い
た
だ
い
た
。

　
黒
島
地
区
で
は
被
災
し
た
建
物
に

つ
い
て
、
取
り
壊
し
新
築
で
は
な
く

て
、
で
き
る
だ
け
「
修
復
」
す
る
こ

と
で
従
前
の
町
並
み
景
観
を
保
全
し

伝
建
地
区
に
選
定
さ
れ
た
。
被
災
後

に
従
前
よ
り
美
し
い
町
並
み
に
な
っ

た
代
表
的
な
地
区
と
し
て
黒
島
地
区

が
よ
く
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し
、
当

初
か
ら
地
域
の
方
々
が
「
修
復
」
を

受
け
入
れ
た
の
で
は
な
い
。
住
民
の

方
々
は
建
物
が
傾
い
て
し
ま
っ
た
場

合
、
そ
れ
が
「
修
復
で
き
る
」
と
は

当
初
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

相
談
会
を
重
ね
、
実
際
に
傾
い
た
建

物
の
建
て
起
こ
し
を
住
民
の
方
々
の

前
で
実
施
さ
れ
、
見
事
に
真
直
ぐ
に

な
っ
た
時
に
歓
声
が
上
が
っ
た
と
い

う
。
そ
の
後
、
建
て
起
こ
し
で
修
復

す
る
ケ
ー
ス
が
一
挙
に
増
加
し
た
。

ま
た
、
石
川
県
が
、
た
と
え
ば
建
て

起
こ
し
に
五
〇
万
円
、
板
壁
、
黒
瓦

な
ど
地
域
の
景
観
保
全
型
の
仕
上
げ

を
す
れ
ば
七
〇
万
円
な
ど
と
、
復
興

基
金
を
活
用
し
て
「
修
復
」「
町
並

み
形
成
」
に
配
慮
し
た
住
宅
再
建
支

援
事
業「
能
登
ふ
る
さ
と
再
建
事
業
」

を
立
ち
上
げ
、
修
復
型
を
支
援
し
た
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建
築
学
会
の
メ
ン
バ
ー
が
7
月
に
集

中
的
に
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
は
熊

本
地
震
で
最
大
震
度
五
強
以
上
の
市

町
村
を
対
象
と
し
、建
築
学
会
の「
歴

史
的
建
造
物
総
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
建
築
物
の
被
災

状
況
を
調
査
し
た
。
私
も
八
代
市
と

宇
城
市
の
調
査
に
参
加
し
た
。
そ
の

一
次
調
査
報
告
会
が
7
月
22
日
に
東

京
で
、
9
月
22
日
に
熊
本
で
開
催
さ

れ
た
。
調
査
委
員
長
は
後
藤
治
工
学

院
大
学
教
授
（
熊
本
地
震
被
災
文
化

財
建
造
物
復
旧
支
援
委
員
長
）
で
あ

る
。
一
次
調
査
の
結
果
を
図
、
表
に

示
す
。
宇
城
市
は
熊
本
市
に
つ
い
て

被
災
建
築
物
が
多
い
市
町
村
で
あ
る
。

　
調
査
結
果
と
同
時
に
内
閣
府
、
文

化
庁
長
官
、
国
土
庁
都
市
局
長
、
熊

本
県
知
事
を
は
じ
め
、
関
係
市
長
・

町
長
に
向
け
て
提
言
が
発
表
さ
れ
た
。

一
つ
は
復
興
基
金
を
活
用
し
た
事
業

支
援
の
要
請
、
次
に
文
化
財
建
造
物

が
集
中
す
る
地
区
を
重
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
し
て
支
援
を

行
う
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
一
部
を

下
記
に
示
す
。

　
こ
の
中
で
宇
城
市
小
川
地
区
を
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
す
る
よ
う
に
提
言
さ
れ
て
い
る
。

こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。ぜ
ひ
、

熊
本
県
も
見
習
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

グ
ル
ー
プ
補
助
申
請
の
支
援

　
7
月
に
宇
城
市
で
も
中
小
企
業
庁

に
よ
る
グ
ル
ー
プ
補
助
の
説
明
会
が

開
催
さ
れ
た
。
補
助
の
対
象
は
中
小

企
業
で
あ
り
、
店
舗
な
ど
の
個
人
企

業
も
含
ま
れ
る
。
二
者
以
上
の
グ
ル

ー
プ
で
申
請
す
る
こ
と
が
条
件
で
、

補
助
は
店
舗
部
分
の
修
復
費
用
の
三

／
四
が
補
助
さ
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
補

助
に
詳
し
い
肥
後
銀
行
小
川
町
支
店

の
川
上
支
店
長
に
柏
原
さ
ん
、
区
長

の
山
口
さ
ん
と
相
談
し
た
。
小
川
町

商
店
街
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会

員
で
申
請
予
定
と
の
こ
と
。
し
か
し

伝
統
的
な
町
家
で
店
を
営
ん
で
い
る

若
城
屋
さ
ん
は
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会

員
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
伝
統
的
な

町
家
を
中
心
に
グ
ル
ー
プ
補
助
の
申

請
を
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
申
請
す

る
町
家
は
七
件
。
申
請
に
は
「
復
興

計
画
」
が
求
め
ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
町
家
で
、
た

と
え
ば
新
麹
屋
で
は
和
蝋
燭
づ
く
り
、

安
井
蒲
鉾
店
で
は
マ
イ
蒲
鉾
づ
く
り

な
ど
の「
体
験
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

が
行
わ
れ
て
お
り
、
七
件
の
町
家
に

加
え
て
、
体
験
の
ま
ち
づ
く
り
会
員

の
方
々
に
も
構
成
員
と
な
っ
て
い
た

だ
い
た
。
代
表
に
は
体
験
の
ま
ち
づ

く
り
代
表
の
平
川
さ
ん
に
お
願
い
し

た
。「
復
興
計
画
」
は
伝
統
的
な
町

家
を
活
か
し
た
商
店
街
づ
く
り
と
、

そ
の
町
家
で
展
開
さ
れ
る
体
験
の
ま

ち
づ
く
り
を
柱
と
し
た
。
申
請
に
は

修
復
費
用
の
概
算
見
積
も
り
が
必
要

で
あ
り
、
熊
本
市
の
来
夢
建
築
設
計

事
務
所
、
高
木
冨
士
川
計
画
事
務
所

に
加
え
て
、
新
建
の
片
井
さ
ん
、
大

坪
さ
ん
な
ど
に
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　
8
月
20
日
に
申
請
書
類
を
提
出
し
、

9
月
28
日
に
グ
ル
ー
プ
と
し
て
認
定

さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
、
個
々
の
店
舗

ご
と
に
具
体
的
な
修
復
費
用
を
申
請

す
る
段
階
に
は
い
る
。
申
請
期
限
は

認
定
か
ら
三
カ
月
以
内
で
あ
り
、
業

者
見
積
も
り
と
着
工
お
よ
び
竣
工
予

定
の
日
程
を
ほ
ぼ
確
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
現
在
、
こ
の
作
業
の
段

階
で
あ
る
。

今
後
の
取
り
組
み
と
課
題

文
化
財
ド
ク
タ
ー
に
よ
る

調
査
結
果
と
提
言

　
文
化
庁
の
要
請
を
受
け
て
、
熊
本

県
建
築
士
会
を
事
務
局
と
し
て
、
九

州
各
地
区
の
建
築
士
、建
築
家
協
会
、

こ
の
提
言
を
受
け
て
8
月
12
日
に
宇

城
市
長
に
熊
本
大
学
伊
東
龍
一
先
生
、

熊
本
県
建
築
士
会
副
会
長
が
提
言
書

を
持
参
し
、
配
慮
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
と
課
題

│
│
対
応
が
早
い
グ
ル
ー
プ
補
助
と
見
通

し
が
見
え
な
い
文
化
財
支
援
│
│

　
地
域
の
方
々
と
協
力
し
て
伝
建
地

区
を
目
指
し
た
い
。
伝
統
的
な
町
家

を
活
か
し
た
町
並
み
整
備
を
目
指
し

た
い
。
二
、
三
日
前
、
小
川
町
商
店

街
の
歴
史
的
な
建
物
が
一
棟
解
体
さ

れ
た
。
公
費
解
体
に
よ
る
。
空
き
家

状
態
で
持
ち
主
の
方
と
の
連
絡
が
な

か
な
か
取
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
空
き
家
状
態
の
町
家
が
公
費
解
体

で
取
り
壊
さ
れ
て
い
く
。
店
を
営
業

し
て
い
る
場
合
は
、
75

補
助
で
あ

る
が
グ
ル
ー
プ
補
助
が
活
用
で
き
る
。

し
か
し
住
宅
は
対
象
外
で
あ
る
。
小

川
町
商
店
街
に
あ
る
町
家
は
新
麹
屋

以
外
は
未
指
定
の
文
化
財
と
言
っ
て

よ
い
。
文
化
財
保
存
の
た
め
の
支
援

は
現
時
点
で
は
ま
っ
た
く
見
え
て
こ

な
い
。
五
年
先
、
一
〇
年
先
か
も
し

れ
な
い
が
伝
建
地
区
に
な
れ
ば
、
対

象
の
建
築
に
は
修
復
費
用
の
80

の

補
助
が
あ
る
。「
そ
れ
ま
で
待
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
言
い
た
い
が
、
現

時
点
で
は
ま
だ
言
え
な
い

　
グ
ル
ー
プ
補
助
申
請
に
む
け
て
業

者
に
よ
る
見
積
の
算
段
や
工
期
の
具

体
的
な
設
定
を
決
め
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
、
業
者
の
見
通
し
が

立
た
な
い
。
10
月
、
11
月
、
12
月
が

正
念
場
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

文
化
財
建
造
物
が
集
中
す
る
地
区

を
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
し
て
支
援
を
行
う
こ
と

　
能
登
半
島
地
震
で
は
輪
島
市
黒

島
地
区
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は

群
馬
県
桐
生
市
桐
生
神
正
町
地
区

お
よ
び
宮
城
県
村
田
町
村
田
地
区

が
、
被
災
後
に
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
、

国
県
市
長
の
支
援
を
受
け
、
文
化

財
建
造
物
と
歴
史
あ
る
風
景
が
失

わ
れ
ず
に
継
承
さ
れ
た
。
熊
本
県

内
で
は
熊
本
市
川
尻
地
区
、
宇
城

市
松
合
地
区
・
小
川
地
区
、
天
草

市
牛
深
地
区
等
で
同
様
の
措
置
を

と
ら
れ
る
よ
う
提
言
す
る
。
な

お
、
市
は
、
文
化
財
保
護
法
に
基

づ
く
関
係
条
例
を
制
定
し
、
地
区

を
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

指
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
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七・三
、
震
度
七
、
深
度
一
〇
㎞
│

│
と
公
表
さ
れ
て
い
る
。
検
討
す
べ

き
問
題
は
、
地
震
の
規
模
や
震
度
の

数
値
的
な
統
計
が
、
工
学
的
な
構
造

被
害
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
、

既
往
の
耐
震
設
計
法
や
耐
震
基
準
の

適
正
度
に
関
係
し
て
い
る
か
の
検
証

で
あ
ろ
う
。

地
震
発
生
頻
度
予
測
図

　
な
ぜ
、
発
生
頻
度
・
発
生
確
率
が

低
い
九
州
の
熊
本
地
域
で
地
震
（
震

度
七
、
七・三
）が
起
こ
っ
た
の
か
。

さ
ら
に
、
今
回
の
熊
本
地
震
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
、
こ
の
自
然
災
害
に
い
か

に
備
え
る
か
と
い
う
地
震
防
災
の
問

題
に
加
え
て
、
現
代
科
学
は
ど
の
よ

砂
崩
壊
な
ど
の
立
地
条
件
に
原
因
が

あ
る
直
接
死
に
加
え
て
、
震
災
後
の

人
道
的
な
支
援
が
不
十
分
な
た
め
に

余
儀
な
く
さ
れ
る
間
接
死
が
増
え
て

い
る
。
地
盤
変
状
や
地
表
面
の
割
れ

目
、
す
な
わ
ち
亀
裂
・
段
差
・
陥
没

・
横
ズ
レ
が
住
宅
の
被
害
に
大
き
く

関
与
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
指
定
避
難
場
所
が
被
災
し

て
避
難
所
が
移
動
し
た
り
、
被
害
程

度
の
調
査
な
ど
が
行
政
の
機
能
と
し

て
対
応
が
必
要
な
時
に
、
行
政
施
設

が
耐
震
性
の
欠
如
に
よ
り
そ
の
責
任

が
果
た
せ
な
か
っ
た
。
十
分
な
予
算

が
な
か
っ
た
の
が
原
因
と
い
わ
れ
る

が
、
対
策
の
必
要
な
時
に
機
能
が
果

た
せ
な
い
の
で
は
ま
っ
た
く
意
味
が

な
い
。

地
震
被
害
歴
と
建
築
基
準
法

構
造
物
被
害
の
歴
史
的
経
験

　
そ
の
昔
、
明
治
24
（

）
年
濃

尾
地
震
の
教
訓
以
来
、
近
代
日
本
の

耐
震
構
造
や
地
震
工
学
・
地
震
防
災

に
携
わ
っ
た
多
く
の
専
門
家
に
よ
っ

て
、
日
本
の
建
築
物
に
対
す
る
安
全

性
に
多
く
の
知
見
が
得
ら
れ
た
。
そ

の
結
果
に
も
と
づ
い
て
耐
震
設
計
の

考
え
方
と
具
体
的
な
設
計
法
を
築
き
、

人
智
を
尽
く
し
て
人
命
を
守
り
、
生

活
の
場
を
作
り
、
安
心
し
て
住
め
る

街
づ
く
り
の
基
本
に
貢
献
し
て
き
た
。

　
五
〇
余
年
前
、
昭
和
39
（

）

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
の
6
月

に
新
潟
地
震
が
あ
っ
た
。
地
盤
か
ら

噴
砂
、
地
下
水
と
と
も
に
砂
が
吹
き

出
し
、
液
状
化
現
象
が
起
き
て
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
パ
ー
ト
を
転
倒

さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
構
造
体
は
剛

体
的
回
転
を
し
た
だ
け
で
損
傷
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
事
後

の
対
応
と
し
て
建
物
を
解
体
し
処
理

さ
れ
た
。

　
熊
本
地
震
は
熊
本
県
益
城
町
に
木

造
家
屋
の
被
害
が
顕
著
に
表
れ
た
。

震
度
七
と
い
う
被
害
レ
ベ
ル
で
表
現

さ
れ
る
被
害
状
況
は
、
周
辺
地
域
の

木
造
家
屋
の
被
害
程
度
、
つ
ま
り
全

壊
率
が
三
割
を
超
え
る
よ
う
な
激
甚

状
態
を
指
す
。
木
造
の
構
造
体
自
体

の
欠
陥
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
立
地

す
る
地
盤
状
況
に
大
き
く
関
係
し
た

被
害
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
地

震
被
害
を
調
査
し
た
多
く
の
研
究
者

た
ち
、
特
に
断
層
や
地
形
や
地
質
・

地
盤
の
専
門
家
が
、
調
査
結
果
か
ら

現
地
の
被
害
状
況
に
地
変
、
つ
ま
り

地
盤
変
状
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る

う
に
地
震
対
策
で
安
全
な
耐
震
設
計

の
基
本
が
準
備
さ
れ
た
の
か
と
い
う

課
題
で
あ
る
。

　
内
閣
府
の
地
震
調
査
推
進
本
部
の

公
表
す
る「
三
〇
年
地
震
発
生
確
率
」

は
、
現
実
に
発
生
す
る
被
害
地
震
に

活
用
す
る
に
は
整
合
し
て
い
な
い
。

熊
本
地
域
の
低
頻
度
発
生
確
率
か
ら

は
、
地
域
防
災
対
策
や
建
築
基
準
法

の
地
震
地
域
係
数
に
寄
与
し
た
と
は

全
然
考
え
ら
れ
な
い
。

東
海
地
震
か
ら
南
海
ト
ラ
フ
地
震

　

年
以
前
は
、
東
海
地
震

を
強
化
地
域
に
指
定
し
て
判
定
会
議

を
行
い
、
最
近
で
は
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
や
津
波
対
策
に
奔
走
し
て
、

日
本
全
体
の
均
衡
の
と
れ
た
地
震
防

災
の
対
策
と
し
て
は
バ
ラ
ン
ス
を
欠

い
て
い
る
。
阪
神
大
震
災
、
中
越
地

震
、
福
岡
県
沖
地
震
に
東
日
本
大
震

災
な
ど
、
こ
と
ご
と
く
国
の
重
点
地

域
を
外
し
た
大
規
模
地
震
の
発
生
を
、

日
本
の
防
災
政
策
は
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
被
災
地
で
は
被
害
を
受
け
て
困
り
、

住
む
場
所
を
追
わ
れ
て
い
る
。
地
域

は
地
域
の
主
体
性
で
対
応
し
ろ
と
い

う
基
本
的
姿
勢
で
は
、
生
命
と
生
活

の
安
全
は
守
れ
な
い
。
発
生
確
率
の

低
い
熊
本
で
も
、
ま
た
被
害
地
震
が

起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
の
が
厳
然
た

る
事
実
で
は
な
い
の
か
。

構
造
物
の
被
害
と
人
災
の
関
係

　
熊
本
市
の
東
方
に
位
置
す
る
益
城

町
に
な
ぜ
被
害
が
集
中
し
た
の
か
。

木
造
家
屋
は
地
震
に
弱
い
の
か
。
五

〇
人
の
人
命
が
失
わ
れ
た
。
住
ん
で

い
る
人
に
責
任
は
な
い
。
な
ぜ
命
を

失
っ
た
の
か
。
原
因
を
真
剣
に
考
え

よ
う
。
地
震
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
、

楽
し
い
家
庭
の
団
欒
が
あ
っ
た
。
避

難
所
が
狭
く
、
高
齢
で
静
か
に
ゆ
っ

く
り
休
め
な
い
。
余
震
が
心
配
で
自

宅
で
生
活
で
き
な
い
。
車
中
泊
を
繰

り
返
し
て
間
接
死
に
な
っ
た
人
が
出

て
い
る
。
一
時
期
、
一
八
万
人
余
に

近
い
人
が
自
宅
を
追
わ
れ
て
避
難
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
田
圃
の
中
に

生
じ
た
大
き
な
亀
裂
で
水
が
張
ら
れ

な
い
、
田
植
え
が
で
き
な
い
。
農
業

県
の
熊
本
は
死
活
問
題
で
あ
る
。
こ

の
地
震
の
住
民
に
与
え
た
影
響
の
特

徴
を
端
的
に
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
に

な
る
。

　
人
災
原
因
と
建
築
被
害
の
関
係
を

検
討
す
る
と
、
建
築
物
の
倒
壊
や
土

熊
本
地
震
の
特
徴
は
何
か

熊
本
地
震
の
概
要

　
地
震
工
学
と
地
震
防
災
に
携
わ
る

技
術
者
の
見
地
か
ら
、
今
回
の
地
震

は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
。
重
要
な
視
点
は
、
震
度
七

の
激
震
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
建
物

に
与
え
た
構
造
的
な
被
害
に
加
え
て
、

地
震
時
に
被
災
地
域
周
辺
の
活
断
層
、

地
盤
・
地
形
・
地
質
・
土
質
な
ど
の

地
学
的
特
質
が
、
重
要
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
内
陸

部
で
の
液
状
化
現
象
の
発
生
や
田
園

地
帯
の
地
表
面
に
表
れ
た
亀
裂
や
断

層
の
大
き
く
口
を
開
い
た
陥
没
・
段

差
の
発
生
な
ど
、
今
回
の
地
震
が
人

間
の
視
覚
に
訴
え
た
顕
著
な
特
徴
が

指
摘
で
き
る
。

　
熊
本
地
域
を
中
心
に
地
震
被
害
が

生
じ
た
震
源
は
、
布
田
川
断
層
と
日

奈
久
断
層
で
あ
っ
た
。
地
震
の
時
情

報
と
地
震
規
模
な
ど
は
│

年
4
月
14
日
21
時
26
分
：
六・五
、

震
度
七
／
4
月
16
日
1
時
25
分
：

多
賀
直
恒

た
が
・
な
お
つ
ね

九
州
大
学
名
誉
教
授

熊
本
地
震
の
特
性
と

建
築
技
術
者
へ
の
問
題
提
起

阿蘇地方の地割れ 

地震発生頻度予測図 2016年から
30 年間の確率分布 地震調査研究推進本部の資料を基に作成 
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設
計
や
構
造
や
施
工
に
携
わ
っ
て
い

る
設
計
者
や
技
術
者
は
、
こ
の
地
震

か
ら
な
に
を
学
ん
だ
だ
ろ
う
か
。
災

害
現
場
を
見
て
感
じ
た
被
害
の
状
況

を
、
ど
の
よ
う
に
教
訓
と
し
て
学
ぶ

べ
き
か
。

│
│
低
頻
度
巨
大
地
震
災
害
に
備
え

る
に
は
、
地
震
予
知
を
前
提
に
し

た
国
の
施
策
・
三
〇
年
発
生
確
率

を
見
直
し
て
、
地
震
活
動
度
に
よ

る
係
数
も
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

現
実
に
九
州
熊
本
で
地
震
が
起
こ

り
、
多
様
な
災
害
が
発
生
し
た
。

│
│
安
全
の
社
会
的
重
要
度
。
建
築

物
・
施
設
の
耐
震
性
は
、
被
災
時

に
危
険
度
の
程
度
や
行
政
機
能
が

必
要
な
施
設
に
対
し
て
は
、
安
全

係
数
の
重
み
を
考
慮
し
た
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。
自
治
体
の
建
物
が

被
災
し
て
、
被
災
直
後
の
機
能
が

果
た
せ
な
く
住
民
が
困
っ
た
。
社

会
的
重
要
度
（
市
役
所
・
消
防
署

・
警
察
署
）、
過
度
に
危
険
な
貯

蔵
所
（
原
子
力
発
電
所
）、
有
毒

物
の
大
量
貯
蔵
所（
石
油
タ
ン
ク
）

な
ど
の
地
震
に
対
す
る
安
全
度
に

は
特
別
な
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。

│
│
建
築
基
準
法
の
最
低
の
安
全
性

の
確
認
と
あ
わ
せ
て
、
経
年
変
化

に
よ
る
耐
震
性
の
劣
化
に
対
し
耐

震
診
断
を
実
行
し
、
耐
震
補
強
・

耐
震
改
修
な
ど
の
検
討
を
す
る
。

維
持
管
理
の
定
期
的
な
検
査
制
度

の
施
行
を
検
討
し
、
宅
地
・
敷
地

・
周
辺
地
形
の
安
全
性
の
考
慮
は

必
須
で
あ
る
。

│
│
既
存
不
適
格
建
築
物
に
対
す
る

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
空
き
家
管
理

・
廃
棄
物
の
集
積
・
再
生
・
再
利

用
や
処
理
廃
棄
を
地
域
で
制
度
化

す
る
。

│
│
被
災
建
物
約
三
万
棟
の
う
ち
、

10
月
6
日
現
在
三
二
六
三
棟
（
全

体
の
11

）の
解
体
が
終
了
し
た
。

環
境
省
は
、
地
震
か
ら
半
月
後
の

5
月
3
日
に
家
屋
の
解
体
に
公
費

を
投
じ
る
と
決
め
た
。
対
象
は
、

罹
災
証
明
で
半
壊
以
上
の
認
定
さ

れ
た
建
物
で
、
国
や
市
町
村
が
全

額
を
負
担
す
る
。

│
│
建
物
の
地
震
被
害
状
況
の
全
体

像
を
見
極
め
る
。施
工
だ
ろ
う
か
、

構
造
だ
ろ
う
か
、
設
計
に
問
題
は

無
い
の
か
、
地
盤
や
周
辺
地
形
・

土
質
に
は
関
係
な
い
の
か
。
総
合

的
な
判
断
が
重
要
で
あ
る
。
人
は

ま
ず
、
損
傷
し
た
個
所
に
眼
を
集

中
し
て
そ
こ
を
重
点
的
に
観
察
し
、

最
近
の
地
震
被
害
か
ら
の
情
報

地
震
の
発
生
場
所

　
五
年
前
の

年
東
日
本
大

震
災
は
、
東
北
地
方
で
九
の
地
震

が
発
生
し
、
大
津
波
の
た
め
に
二
万

人
の
人
命
を
失
っ
た
。
こ
れ
を
「
想

定
外
」
と
専
門
家
や
マ
ス
コ
ミ
は
表

現
し
た
が
、
多
く
の
人
々
は
納
得
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
日
本

で
は
想
定
外
の
地
震
規
模
と
言
っ
て

も
、
太
平
洋
岸
沿
岸
で
は
、
20
世
紀

に
な
っ
て
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
の

地
震
は
す
で
に
五
つ
記
録
が
あ
っ
た
。

日
本
で
津
波
の
古
記
録
も

年

に
貞
観
地
震
、
明
治
29
年
と
昭
和
8

年
に
東
北
に
は
大
津
波
を
と
も
な
う

地
震
が
あ
っ
た
。文
人「
吉
村
昭
」は
、

被
災
現
地
を
克
明
に
調
査
し
て
レ
ポ

ー
ト
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

日
本
の
国
に
突
如
と
し
て
こ
の
異
常

な
地
震
が
津
波
と
と
も
に
起
こ
っ
た

と
考
え
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
。
想

定
外
で
も
特
別
な
大
き
い
津
波
で
も

な
い
。

　
今
世
紀
に
な
っ
て

年
に

は
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
が
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
マ
レ
ー
半
島
に
か
け
て
の

イ
ン
ド
洋
に
面
す
る
地
域
に
巨
大
な

地
震
津
波
が
発
生
し
て
、
二
十
万
人

を
超
え
る
犠
牲
者
が
出
た
。
こ
れ
ら

の
地
震
を
日
本
人
は
知
っ
て
い
た
が
、

日
本
で
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
日
本
で
は
、
未
経
験
で
あ

っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
専
門
家
、
研
究

者
、
歴
史
家
、
技
術
者
、
設
計
者
な

ど
現
代
科
学
を
習
得
し
て
い
る
人
々

は
、
日
本
で
は
未
経
験
で
あ
る
こ
と

を
想
定
し
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
が
現
実
に
起
こ
る
と
、
都
合
の

い
い
言
葉
で「
想
定
外
」と
言
っ
た
。

建
築
物
の
設
計
基
準

　
地
震
工
学
の
専
門
家
は
、
地
震
被

害
の
現
場
に
行
っ
て
、
こ
の
建
物
は

な
ぜ
壊
れ
た
の
か
、
原
因
を
挙
げ
解

釈
を
試
み
る
。
調
査
結
果
を
整
理
し

て
体
系
化
し
て
耐
震
設
計
を
策
定
し

て
き
た
。
昭
和
25
年
に
現
代
的
な
建

築
基
準
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
後
新

潟
地
震
、
十
勝
沖
地
震
、
宮
城
県
沖

地
震
の
被
害
経
験
か
ら
昭
和
56
年
に

そ
の
内
容
が
改
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を

一
般
に
は
新
耐
震
設
計
法
と
称
し
、

現
在
の
日
本
の
建
築
物
に
対
す
る
安

全
の
最
低
基
準
を
示
し
て
い
る
。

　
建
築
物
は
一
品
生
産
で
、
自
動
車

や
電
化
製
品
な
ど
の
大
量
生
産
品
と

は
違
う
。
設
計
基
準
の
考
え
方
の
基

本
は
、
一
つ
の
基
本
理
念
が
示
し
た

も
の
で
、
設
計
者
、
特
に
構
造
を
担

う
設
計
者
は
基
準
を
順
守
す
れ
ば
安

全
と
い
う
モ
ノ
で
は
な
い
。

　
設
計
者
自
身
が
過
去
に
経
験
し
た

建
築
物
の
す
べ
て
を
そ
こ
に
投
入
し

て
、
対
象
を
モ
デ
ル
化
し
人
命
を
守

る
機
能
を
集
約
し
、
か
つ
美
し
い
建

物
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
鉄
筋
の
太
さ
、

鉄
板
の
厚
さ
、
木
材
の
太
さ
を
判
断

し
決
定
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
建
物

の
敷
地
、
地
盤
、
地
形
を
考
え
構
造

を
決
定
す
る
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に

構
造
物
に
立
派
な
も
の
を
造
っ
て
も
、

裏
山
が
崩
れ
て
く
れ
ば
崩
壊
す
る
。

四
階
建
て
の

構
造
も
津
波
で
流

さ
れ
、
転
倒
し
た
。

　
世
に
構
造
物
の
設
計
ほ
ど
難
し
い

も
の
は
な
い
。
な
か
で
も
過
去
に
蓄

積
さ
れ
た
人
間
の
知
恵
と
工
夫
の
技

術
で
造
れ
る
建
築
物
の
設
計
は
、
そ

れ
だ
け
人
命
を
守
る
物
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
熊
本
地
震
は
、
過
去
の
多
く
の
震

害
経
験
よ
り
も
増
し
て
地
震
列
島
と

断
層
上
に
生
き
る
人
間
の
島
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
自
覚
さ
せ
た
。

建
築
物
の
被
害
の
部
位
と
原
因

　
熊
本
の
被
災
地
現
場
の
調
査
に
よ

っ
て
建
物
、
住
居
、
施
設
の
被
害
現

象
の
複
雑
さ
を
痛
感
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。
津
波
こ
そ
な
か
っ
た
が
、

そ
こ
に
は
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が

多
岐
に
わ
た
っ
て
起
き
て
い
た
。
学

ぶ
べ
き
こ
と
教
訓
が
沢
山
あ
る
。
特

に
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
、

現
代
社
会
の
高
度
に
専
門
化
し
内
容

は
理
解
で
き
な
い
。

　
部
分
部
分
を
分
担
す
る
専
門
家
の

中
で
建
築
の
分
野
の
技
術
が
今
問
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
専
門
を
通
じ
て

の
総
合
力
で
あ
る
。
意
匠
だ
け
、
設

備
だ
け
、
構
造
だ
け
が
十
分
で
あ
っ

て
も
美
し
く
て
も
安
全
は
な
い
。
構

造
は
十
分
だ
っ
た
が
地
盤
は
悪
か
っ

た
。
土
石
流
で
流
さ
れ
た
、
こ
れ
は

良
い
構
造
で
は
な
い
。
常
に
置
か
れ

た
状
況
を
概
観
し
、
過
去
の
経
験
と

体
験
を
通
じ
て
の
将
来
の
見
通
し
、

見
込
み
を
総
合
的
に
考
慮
に
入
れ
た

建
築
を
造
る
と
い
う
視
点
が
、
今
後

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
確

信
す
る
。

建
築
技
術
者
へ
の
問
題
提
起

　
熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ
教
訓
な
ど
検

討
し
よ
う
。
建
築
の
専
門
家
が
特
に

と
い
う
指
摘
を
し
て
い
る
。

建
築
基
準
法
の
強
化
見
送
り

　
国
土
交
通
省
は
10
月
6
日
、
木
造

住
宅
が
相
次
い
で
倒
壊
し
た
た
め
、

耐
震
基
準
の
妥
当
性
を
検
討
し
て
き

た
が
、

年
に
導
入
し
た
現

在
の
基
準
で
十
分
だ
と
判
断
し
、
強

化
は
見
送
る
と
発
表
し
た
。
同
省
の

設
置
し
た
専
門
家
委
員
会
が
熊
本
地

震
の
建
物
被
害
を
分
析
し
、
9
月
に

現
行
基
準
の
有
効
性
を
認
め
る
報
告

書
を
ま
と
め
、
同
省
が
追
認
し
た
わ

け
で
あ
る
。

　
同
省
は
今
後
も
、
全
国
に
約
九
〇

〇
万
戸
あ
る
現
在
の
基
準
を
満
た
さ

な
い
住
宅
の
改
修
や
建
て
替
え
を
う

な
が
す
。
た
だ
、
現
在
の
建
築
基
準

で
建
て
ら
れ
た
建
物
で
も
、
施
工
時

に
柱
の
固
定
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
倒
壊
し
た
建
物
は
あ
る
。

こ
の
た
め
国
交
省
は
、
81
年
以
降
に

建
て
た
建
物
住
宅
で
も
現
在
の
基
準

を
満
た
し
て
い
る
か
再
確
認
を
す
る

こ
と
を
認
め
、
来
年
3
月
ま
で
に
有

効
的
な
確
認
方
法
を
公
表
す
る
と
言

っ
て
い
る
。

震災予防調査会報告一八条の提言

鹿瀬島 隆之




●1611

●
建
築
と
ま
ち
づ
く
り
●No.457

●

●
特
集
●
熊
本
地
震
／
被
害
の
実
態
に
迫
る
●

11 10

条
件
の
総
合
的
な
安
全
度
の
確
保
。

基
礎
・
地
盤
系
で
は
、
支
持
地
盤

の
調
査
の
不
完
全
さ
と
、
建
物
周

辺
の
立
地
条
件
・
地
形
や
地
質
・

土
質
に
関
係
す
る
注
意
と
配
慮
が

欠
如
し
て
、
構
造
体
の
問
題
よ
り

は
地
盤
や
地
形
に
大
き
な
問
題
が

あ
り
、
そ
の
配
慮
が
な
い
と
こ
ろ

に
被
害
の
原
因
が
あ
る
ケ
ー
ス
が

多
発
し
て
い
る
。

│
│
立
地
地
盤
の
軟
弱
性
か
ら
杭
基

礎
が
多
く
な
り
、
し
か
も
大
口
径

の
場
所
打
ち
杭
や
大
口
径
杭
が
多

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
深
い

地
盤
の
内
部
を
直
接
観
測
は
で
き

な
い
。
建
物
の
沈
下
や
傾
斜
が
生

じ
て
初
め
て
被
害
の
実
態
が
明
ら

か
に
な
る
。
古
く
は
、
新
潟
地
震

や
十
勝
沖
地
震
時
に
発
見
さ
れ
た

か
そ
の
後
の
観
測
で
発
見
で
き
た

事
例
な
ど
、
杭
の
耐
震
設
計
は
経

験
す
れ
ど
も
な
お
困
難
な
仕
事
で

あ
る
。

│
│
建
築
計
画
か
ら
構
造
設
計
、
施

工
、
維
持
管
理
に
至
る
被
害
事
例

と
そ
の
実
態
は
、
今
回
の
熊
本
地

震
だ
け
で
は
な
く
過
去
の
被
害
事

例
を
連
ね
て
概
観
で
き
る
地
震
被

害
時
の
概
要
で
あ
る
。
特
に
構
造

技
術
者
が
多
く
関
わ
る
対
象
で
あ

り
計
画
や
設
計
の
関
係
者
が
あ
ま

り
関
心
を
注
が
な
い
面
で
あ
る
。

し
か
し
問
題
は
、
一
つ
災
害
が
起

き
る
と
建
築
物
全
体
の
問
題
と
な

る
。
そ
こ
で
構
造
計
画
や
企
画
設

計
の
専
門
家
で
も
地
震
被
害
現
象

を
細
心
の
注
意
力
を
も
っ
て
観
測

す
る
責
任
が
あ
り
、
そ
の
経
験
を

専
門
の
立
場
か
ら
設
計
に
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
が
、
建
築
物
の
耐

震
安
全
設
計
に
は
不
可
欠
の
も
の

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

専
門
的
に
解
釈
し
て
対
策
に
結
び

付
け
る
。
だ
が
、
間
違
っ
て
は
い

な
い
が
、
見
落
と
し
て
い
る
点
が

な
い
の
か
。

│
│
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
建

物
で
は
、
施
工
の
不
良
な
部
分
が

地
震
の
被
害
を
受
け
て
露
見
す
る

こ
と
が
散
見
さ
れ
る
。
打
継
部
の

段
差
、
台
直
し
の
痕
跡
、
豆
板
状

の
表
面
、
な
ど
…
…
。

│
│
マ
ン
シ
ョ
ン
（
中
高
層
集
合
住

宅
）
の
建
築
計
画
の
総
合
的
な
検

討
が
必
要
。

造
の
集
合
住
宅

で
は
、
玄
関
ま
わ
り
の
雑
壁
が
被

害
を
受
け
て
出
入
り
口
を
塞
ぎ
、

避
難
が
で
き
な
い
事
例
を
三
〇
数

年
前
か
ら
散
見
さ
れ
る
。
原
因
は

構
造
と
平
面
の
相
互
計
画
が
絡
ん

で
い
る
。

│
│
躯
体
と
内
外
外
装
材
・
仕
上
げ

材
の
付
属
物
の
変
形
追
随
性
の
問

題
。鉄
骨
構
造
の
地
震
被
害
で
は
、

躯
体
と
内
外
装
材
の
変
形
の
追
随

性
が
な
い
た
め
の
剥
落
や
落
下
と
、

耐
震
補
強
材
で
あ
る
ブ
レ
ー
ス
の

座
屈
や
接
合
部
の
不
備
が
被
害
と

結
び
つ
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が
頻
見

さ
れ
る
。
原
因
や
結
果
は
周
知
の

事
実
で
あ
る
が
、
対
応
が
十
分
考

え
ら
れ
て
い
な
い
。

│
│
木
造
家
屋
の
被
害
事
例
で
は
、

昔
か
ら
非
常
に
多
く
の
被
害
事
例

が
蓄
積
さ
れ
て
、
主
要
な
被
害
状

況
は
専
門
家
で
は
常
識
化
し
て
い

る
が
、
対
策
や
補
強
な
ど
が
十
分

に
行
わ
れ
ず
同
様
の
被
害
を
繰
り

返
し
て
い
る
。
特
に
、
柱
や
壁
の

上
下
階
に
関
係
す
る
通
し
柱
・
管

柱
お
よ
び
壁
の
連
層
璧
の
重
要
性

と
、
老
朽
化
や
腐
食
に
よ
り
接
合

部
な
ど
が
損
傷
し
て
剛
性
が
低
下

し
支
持
耐
力
を
喪
失
し
て
い
る
。

│
│
建
築
物
の
上
部
構
造
と
下
部
構

造
（
地
盤
と
基
礎
）
と
周
辺
立
地

マンション被害

壊
率
は
急
激
に
低
下
し
て
お
り
、
耐

震
性
能
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
る
。
た
だ
し
、

年

以
前
の
建
物
は
建
設
さ
れ
て
か
ら
少

な
く
と
も
三
五
年
は
経
過
し
て
お
り
、

新
築
時
の
基
準
に
よ
る
耐
震
性
能
の

み
な
ら
ず
、
腐
朽
や
蟻
害
な
ど
の
影

響
に
よ
り
被
害
が
増
大
し
て
い
る
可

能
性
に
つ
い
て
も
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

築
年
や
構
法
に
よ
る
被
害
の
様
相

　

年
以
前
に
建
て
ら
れ
た

建
物
の
被
害
状
況
を
写
真
1
、
2
に

　
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
、
震
源
断
層

近
傍
の
益
城
町
で
は
震
度
七
の
地
震

動
が
二
回
発
生
し
、
木
造
住
宅
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
熊

本
県
災
害
対
策
本
部
の
発
表
資
料
に

よ
れ
ば
、
9
月
5
日
現
在
で
、
益
城

町
に
お
け
る
全
壊
棟
数
は
二
七
〇
〇

棟
（
益
城
町
住
宅
総
数
の
お
よ
そ

25

）
を
超
え
て
い
る
。
一
方
、
断

層
か
ら
少
し
離
れ
た
熊
本
市
や
熊
本

近
郊
の
地
域
で
も
震
度
六
強
の
地
震

動
が
発
生
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
被

害
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
発
生
し
た
。

同
じ
発
表
に
よ
れ
ば
、
熊
本
市
に
お

け
る
全
壊
棟
数
は
約
二
四
〇
〇
棟（
熊

本
市
住
宅
総
数
の
お
よ
そ
0・

）

で
あ
っ
た
が
、
一
部
損
壊
以
上
の
建

物
は
一
〇
万
棟
（
同
33

）
を
超
え

て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
筆
者
が
撮
影
し
た
写

真
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

発
生
し
た
木
造
建
物
被
害
に
関
し
て
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

益
城
町
に
お
け
る
木
造
建
物
の
被
害

新
耐
震
基
準
以
前
は
半
数
近
く
が
全
壊

　

年
5
月
に
建
築
学
会
九

州
支
部
災
害
調
査
委
員
会
を
中
心
と

し
て
、
大
き
な
被
害
の
生
じ
た
益
城

町
中
心
部
を
対
象
と
し
た
悉
皆
調
査

が
行
わ
れ
た
。

年
8
月
に

開
催
さ
れ
た
建
築
学
会
の
調
査
報
告

会
に
て
報
告
さ
れ
た
速
報
値
は
表
の

通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
を
見

る
と
、新
耐
震
基
準
（

年
）

以
前
の
建
物
は
、
半
数
近
く
の
建
物

が
全
壊
判
定
を
受
け
て
い
る
の
に
対

し
、
建
設
年
が
新
し
く
な
る
ほ
ど
全

北
原
昭
男

き
た
は
ら
・
あ
き
お

熊
本
県
立
大
学
教
授

熊
本
地
震
に
よ
る
建
物
被
害
の
状
況

建築学会の被害調査速報値（益城町中心部：7月31日現在）

建築年
木造棟数
（棟）

全壊被害率
（%）

無被害率
（%）

1981年以前
新耐震基準以
前

744 46 5

1981～99年

阪神大震災の
被害結果を受
けて木造建物
の耐震規定が
厳格化される
前

844 19 20

2000年以降 326 6 61

写真2 写真1

支　部 電話番号 事務局住所・連絡担当者

熊　本 （096）
355-1734

〒860
-0072 熊本市花園7-41-50　入口史彦

福　岡 （092）
541-8128

〒815
-0041

福岡市南区野間3-9-20コニシビル4F
ケイ・プラッツ　鹿瀬島隆之

岡　山 （0862）
23-4737

〒700
-0905

岡山市春日町9-1
㈱VANS岡山事務所　赤澤輝彦

兵　庫 （078）
272-9400

〒651
-0094

神戸市中央区琴ノ緒町5-7-4サンシャイン三宮202
新建築家技術者集団兵庫支部　川口憲一

大　阪 （06）
6765-4145

〒540
-0012

大阪市中央区谷町5丁目3-16-603
F.P.空間設計舎　大槻博司

奈　良 （0742）
93-4245

 〒630
-8314

奈良県奈良市川之上突抜町18-7
 アル建築設計　渡邊有佳子

京　都 （075）
431-1120

〒602
-8201

京都市上京区笹屋町通大宮西入ル桝屋町601番地
企業組合もえぎ設計

福　井 （090）
7740-1688

〒910
-0018

福井市田原2-22-17レオパレス田原町Ⅲ104号
野田真士

石　川 （076）
241-6661

〒921
-8103

石川県金沢市つつじが丘201
杉山真設計事務所　杉山真

富　山 （076）
491-5255

〒930
-0065

富山市星井町1-7-1為井ビル3F
千代建築設計室　千代固志

岐　阜 （058）
233-9179

〒501
-0103

岐阜市一日市場2-183-2
カラム建築計画所　藤吉勝弘

滋　賀 （0748）
42-5611

〒521
-1211

東近江市垣見町712-5
㈱創作舎　小杉光史

愛　知 （0568）
34-7775

〒486
-0904

愛知県春日井市宮町1-11-25
㈱ 宮工務店 　甫立浩一

三　重 （059）
293-3969

〒515
-2514 津市一志町小山894　細野良三

静　岡 （054）
205-3222

〒420
-0949

静岡市与一6-14-55
㈲創作舎　大塚功二

長　野 （0265）
72-8037

〒399
-4501

長野県伊那市西箕輪3900-272
AED建築研究所　新建長野支部　山住博信

新　潟 （0255）
26-0459

〒943
-0836

上越市東城町3-10-6Nビル3F
構造設計舎　岩野克行

神奈川 （044）
977-5722

〒216
-0014

川崎市宮前区菅生ケ丘6-25
永井幸

東　京 （03）
3260-9810

〒162
-0811

新宿区水道町2-8長島ビル2F
新建築家技術者集団東京支部

千　葉 （043）
253-8801

〒264
-0032

千葉市若葉区みつわ台5-4-14
㈱ゆま空間設計　加瀬澤文芳

埼　玉 （0492）
24-2000

〒350
-0041

川越市六軒町1-3-5
㈱アート設計事務所　星厚裕

群　馬 （0272）
51-8580

〒371
-0825

前橋市大利根町2-9-12
たかはし設計室　高橋丈夫

宮　城 （022）
271-3301

〒981
-0914

仙台市青葉区堤通り雨宮町6-7-704堤通り雨宮パークホームズ
新建築技術者集団宮城支部

岩　手 （019）
636-4436

〒020
-0866

盛岡市本宮5丁目14-21
新建築家技術者集団岩手支部　小笠原浩次

青　森 （017）
773-3746

〒030
-0862

青森市新町1-11-15
森内建設株式会社　大谷政彦

北海道 （011）
726-8988

〒001
-0025

札幌市北区北25条西15丁目3-16
㈲大橋建築設計室　大橋周二

県 電話番号 事務局住所・連絡担当者

沖　縄 （098）
895-8900

〒903
-0213

沖縄県中頭郡西原町字千原1番地
琉球大学工学部環境建設工学科　清水肇

大　分 （097）
588-8231

〒870
-1155

大分県大分市大字玉沢1168-1
里山設計工房　高橋和夫

長　崎 （095）
822-6910

〒850
-0932

長崎県長崎市東琴平2-8-8
長崎住まい・まちづくりトラスト　鮫島和夫

山　口 （0834）
29-6329

〒745
-8585

山口県周南市学園台
徳山工業高等専門学校　西尾幸一郎

鳥　取 （0859）
29-4061

〒683
-0846 鳥取県米子市安倍857-14　片木克男

和歌山 （0734）
47-0850

〒641
-0051

和歌山県和歌山市西高松２丁目15-9
杉山建築設計事務所　杉山誠一

山　梨 （055）
266-2157

〒406
-0853 山梨県笛吹市境川町藤垈166　安藤周春

茨　城 （029）
228-8277

〒310
-8512

茨城県水戸市文京2-1-1
茨城大学教育学部家政教育講座　乾康代

栃　木 （090）
8451-8575

〒326
-0822

栃木県足利市田中町932-7シベルハイツ403
冨田和則

福　島 （0246）
88-1158

〒970
-8026

いわき市平字田町120いわき産業創造館内
㈱エコハイテクコーポレーション　篠崎良司

連絡先（支部のない県）

● 

新
建
築
家
技
術
者
集
団 

● 

憲
章 

●

　建築とまちづくりにたずさわる私たち
は、国土を荒廃から守り、かつ環境破壊を
許さず、人びとのねがう豊かな生活環境と
高い文化を創造する目的をもつ。
　私たちはこのことを認識し、行動するた
めの目標をかかげ、ここに憲章を定める。
1　建築とまちづくりを、社会とのつなが
りの中でとらえよう。
2　地域に根ざした建築とまちづくりを、
住む人使う人と協同してすすめよう。
3　建築とまちづくりの優れた伝統を継承
し、理論や技術の発展と創造につとめよ
う。
4　人びとに支持される建築とまちづくり
の活動をすすめ、専門性を確立しよう。
5　建築とまちづくりに関連する国内外の
広い分野の人びととの交流をはかり、連
帯を強めよう。
6　建築とまちづくり、生活と文化、自由
のために平和を守ろう。

代表幹事 垂水英司（前兵庫建築士会会長）
 本多昭一（京都府立大学名誉教授）
  三沢　浩（建築家）
  中島明子（和洋女子大学教授）
 幹事会議長 山本厚生（建築家）
事務局長  川本雅樹（建築家）
 全国事務局 〒 162-0811
  東京都新宿区水道町2-8長島ビル2F
  tel: 03-3260-9800　fax: 03-3260-9811
  email: shinken@tokyo.email.ne.jp
  web: http://www.shinken-nuae.org

新建築家技術者集団　N!"#U$%&$#'(#A)*+%,!*,-#./0#E$1%$!!)-
本誌は建築を愛し地域に根ざした住み良いまちをつくろうとするひとびとのための雑誌です

編
　
集
　
後
　
記

■
編
集
作
業
中
の
10
月
21
日
、
鳥
取
中
部
地

震
が
発
生
し
た
。
最
大
震
度
6
弱
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
6
・
6
。
今
ま
で
に
発
見
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
断
層
が
ず
れ
た
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
地
震
が
少
な
い
地
域
と
さ
れ
て
い
た

熊
本
で
の
大
地
震
を
見
て
も
、
日
本
列
島
は

地
震
列
島
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る
こ
と

だ
。
地
震
は
ど
こ
で
も
起
き
る
。
だ
か
ら
備

え
が
必
要
だ
と
。

　
熊
本
地
震
か
ら
6
カ
月
、
10
月
末
に
熊
本

を
訪
れ
た
。
7
月
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

際
に
視
察
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
も
寄
っ
て
み

た
。
ま
だ
誰
も
い
な
い
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ

れ
て
い
る
。
復
旧
を
め
ぐ
る
方
針
は
決
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
か

　
他
の
マ
ン
シ
ョ
ン
復
旧
工
事
現
場
も
訪
れ

た
。共
用
部
の
補
修
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

業
者
に
よ
れ
ば
、
今
か
ら
受
付
け
る
工
事
は

来
年
秋
ご
ろ
に
着
工
で
き
る
か
ど
う
か
と
い

う
。
人
材
や
資
材
不
足
が
復
旧
の
前
途
に
立

ち
は
だ
か
り
つ
つ
あ
る
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
被
災
さ
れ
た
生
活
者

の
声
も
聞
き
た
く
、
あ
る
町
の
議
会
議
員
の

方
に
も
原
稿
を
依
頼
し
た
。
猛
烈
に
忙
し
い

中
で
書
い
て
い
た
だ
い
た
が
、
締
め
切
り
に

間
に
合
わ
ず
、
残
念
な
が
ら
掲
載
は
見
送
っ

た
。
そ
の
原
稿
に
は
地
元
で
の
生
活
再
建
に

向
け
た
提
言
が
書
か
れ
て
い
る
。「
住
民
一

人
一
人
の
生
活
再
建
な
く
し
て
、
復
旧
・
復

興
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
く
ら

し
・
住
ま
い
の
再
建
は
決
し
て
自
己
責
任
・

自
助
努
力
を
求
め
ら
れ
る
私
的
な
、
あ
る
い

は
私
有
財
産
の
問
題
で
は
な
く
、
も
っ
と
も

公
的
な
問
題
で
あ
り
、
国
県
町
の
行
政
が
最

優
先
で
取
り
組
む
課
題
だ
と
い
う
こ
と
で

す
」
と
い
う
指
摘
は
、
広
く
共
有
し
た
い
。

　
今
回
の
特
集
は
福
岡
支
部
で
取
り
組
ん

だ
。
矢
野
、
渋
田
、
大
坪
、
片
井
の
4
人
で

進
め
て
き
た
。
中
で
も
、「
新
建
会
員
が
見

た
熊
本
地
震
」
は
、
矢
野
が
担
当
し
た
企
画

で
あ
る
。

　
編
集
と
い
う
初
め
て
の
経
験
で
、
右
往
左

往
し
な
が
ら
の
作
業
で
、
編
集
局
に
は
随
分

と
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
に
感
謝
し
ま
す
。

（
片
井
克
美
）

■
震
度
7
が
続
い
て
起
こ
っ
た
熊
本
地
震
で

は
、
一
回
目
で
は
倒
壊
し
な
か
っ
た
建
物
が

二
回
目
に
倒
壊
し
、
多
く
の
人
の
命
を
奪
っ

た
。予
想
も
し
な
か
っ
た
地
震
の
起
こ
り
方
。

し
か
し
、
現
地
支
援
に
行
っ
た
人
た
ち
の
報

告
を
聞
く
と
、
地
震
が
激
し
い
だ
け
の
要
因

で
は
な
い
建
物
の
破
損
状
況
で
あ
っ
た
。
一

体
、
何
が
原
因
な
の
か
。
一
つ
だ
け
に
絞
る

こ
と
は
難
し
そ
う
だ
。
熊
本
地
震
か
ら
半
年

経
ち
、
や
っ
と
調
査
が
進
み
事
実
が
積
み
上

げ
ら
れ
て
い
っ
て
い
る
。
分
析
と
多
く
の
意

見
交
換
を
期
待
し
た
い
。

　
進
ん
で
い
な
い
の
は
、
被
災
者
へ
の
生
活

支
援
だ
。
特
に
災
害
弱
者
と
い
わ
れ
る
高
齢

者
や
障
が
い
を
持
つ
人
た
ち
は
、
避
難
所
か

ら
仮
設
住
宅
に
移
っ
て
も
、
ス
ロ
ー
プ
は
あ

っ
て
も
水
回
り
で
の
段
差
や
車
椅
子
が
入
ら

な
い
ト
イ
レ
な
ど
、
不
備
が
多
か
っ
た
よ
う

だ
。
東
日
本
大
震
災
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が

熊
本
地
震
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
。

　
熊
本
地
震
後
の
福
岡
支
部
の
支
援
は
早
か

っ
た
。
支
援
だ
け
で
な
く
新
建
の
会
議
に
何

回
も
駆
け
つ
け
、現
地
の
報
告
を
し
て
き
た
。

そ
の
真
摯
な
取
り
組
み
が
今
回
の
特
集
に
現

れ
て
い
る
。

（
高
田
桂
子
）

№432 あらためて京都を見つめる
14年7/8月号

№433 2020年東京五輪の施設計画と
14年9月号 都市まちづくりの課題
№434 リフォーム・リノベーションの
14年10月号 新しいかたち
№435　 駅─人やまちをつなぐ地域拠点
14年11月号

№436 リニア新幹線はいらない
14年12月号

№437 新たな時代を拓く建築まちづくり
15年1月号 ──第29回全国研究集会から
№438 デザインを学び直す
15年2月号 ─新建・東京デザイン塾
№439 空き家活用の取り組みと
15年3月号 今後の課題
№440 どこへ向かう、建築まちづくり
15年4月号 ──今日の社会的状況を超えて
№441 続・デザインを学び直す
15年5/6月号 ──新建・東京デザイン塾
№442 縮退社会における
15年7月号 マンションのあり方

№443 戦争と建築まちづくり
15年8月号 ─戦争終結70年
№444 子どもの居場処を護る
15年9月号

№445 新建活動年報2013－2015
15年10月号 ──誰もにふさわしい生活空間を
№446 富山という解き方
15年11月号

№447 農山村集落の魅力
15年12月号

№448 身近な生活環境を凝視して
16年1月号 ──地域「縮退」の実相
№449 都市活動と環境
16年2月号 
№450 特区構想による危険なまちづくり
16年3月号

№451 大震災から5年／
16年4月号 見え始めた住宅再建と抱える課題
№452 地域に根ざして活きる
16年5月号 設計事務所・工務店 
№453 ストック社会／
16年6月号 不動産流通の役割と可能性 

建築とまちづくり 特集テーマ （2014年7/8月～2016年6月）

鹿瀬島 隆之


鹿瀬島 隆之
※新建の憲章について

鹿瀬島 隆之


鹿瀬島 隆之


鹿瀬島 隆之
※過去の建まち誌の特集記事

鹿瀬島 隆之


鹿瀬島 隆之




 



「
熊
本
地
震
」
に
学
ぶ

!
熊
本
地
震
の
特
性
!

建
築
技
術
者
へ
の
問
題
提
起

多
賀
直
恒
（
都
市
災
害
管
理
学
）!

"#$%
年
"
月
"&
日
（
土
）$%'##

～
$()#!

ア
ミ
カ
ス
　
２
*視
聴
覚
室
!

震
災
か
ら
、
十
か
月
!

建
築
の
専
門
の
立
場
か
ら
!

被
害
の
実
態
か
ら
学
ぶ
こ
と
!

1"!

九州地方の地震環境 

地
震
被
害
か
ら
学
ぶ

• 災
害
大
国
　
地
震
が
多
い
国
　
熊
本
で
!

• 地
震
被
害
　
九
州
で
の
地
震
活
動
度
は
!

• 震
害
調
査
　
直
下
の
断
層
と
阿
蘇
山
の
火
山
性
の

地
形
と
地
質
・
地
盤
が
地
震
被
害
に
直
接
影
響
し
た
!

• 被
害
報
告
書
　
各
専
門
分
野
か
ら
の
調
査
か
ら
見

え
て
き
た
こ
と
は
!

• 被
害
記
録
の
活
用
　
建
築
を
専
門
に
し
て
い
る
立
場

か
ら
、
何
が
重
要
な
視
点
と
な
る
の
か

3

学
ぶ
教
訓
は

• 
地
震
に
つ
い
て
　
⇒
　
何
処
で
い
つ
起
こ
っ
て
も
!

　
　
「
ま
さ
か
、
こ
こ
で
」!

• 
自
治
体
と
し
て
　
⇒
　
失
敗
例
と
成
功
例
を
学
習
す
る
!

　
　
知
事
。
市
長
。
町
長
の
発
言
!

• 
住
民
は
　
⇒
　
先
ず
命
を
守
っ
た
。
次
は
何
を
!

　
　
仮
設
か
ら
住
宅
再
建
は
!

• 
建
築
技
術
者
は
、
何
を
見
た
か
　
⇒
　
住
宅
は
何
故
被

害
を
受
け
た
の
か
。
何
処
に
欠
陥
が
あ
っ
た
の
か

4

被
災
地
の
発
災
直
後
と
今

• 夜
中
の
地
震
に
吃
驚
し
、
先
ず
自
分
の
命
を
守
っ
た
。

家
族
は
、
隣
人
は
、
　
何
処
に
避
難
す
る
か
。
!

• 安
全
な
場
所
を
捜
し
た
。
　
壊
れ
た
自
宅
を
見
て
、

外
に
安
全
な
場
所
を
捜
し
た
。
!

• 自
分
の
居
場
所
・
避
難
所
は
身
近
に
あ
っ
た
。
!

• 落
着
く
と
、
水
・
食
料
と
ト
イ
レ
が

5

益
城
町
宮
園
地
区
、
住
宅
の
解
体
に
よ
る
!

空
き
地
が
目
立
つ
。
被
災
住
宅
の
解
体
は
、

$$
月
末
で
約
)+
％

$"
月
$"
日
ヘ
リ
か
ら
の
撮
影

6

2
回
の
震
度
７

学
ぶ
べ
き
は

復
旧
か
ら
発
展
に
繋
げ
る

7

避
難
所
の
開
設
と
閉
鎖

• 暮
ら
し
再
出
発
!

• 熊
本
被
災
者
　
!

• 仮
設
・
公
営
住
宅
に
!

• 地
震
直
後
避
難
民
は
!

• 住
宅
の
再
建
は

8

福
祉
避
難
所

• "##,
年
新
潟
中
越
地
震
の
社
会
協
議
会
の
対
応
!

• 日
本
の
"$
世
紀
の
重
要
課
題
　
高
齢
化
社
会
に
お

け
る
、
災
害
弱
者
対
応
の
遅
れ
と
国
民
意
識
!

• 阪
神
大
震
災
の
避
難
所
に
お
け
る
状
況
の
反
省
!

• 時
代
と
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
緊
急
時
の
防
災
!

• 災
害
弱
者

9

仮
住
ま
い
「
ま
た
一
か
ら
」

• 待
機
所
・
見
做
し
仮
設
へ
　
$$
月
$
日

1
0

被
害
を
受
け
た
建
物
　
受
け
な
い
建
物

　
１
　
非
木
造
建
築
は
被
害
が
少
な
か
っ
た
⇒
旧
耐
震
の
被
害
は
　
　
　
　
　

あ
っ
た
が
、
主
要
構
造
部
材
の
被
害
は
軽
微
、
ピ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
柱

や
雑
壁
の
被
害
を
注
目
!

　
２
　
非
構
造
部
材
の
被
害
も
少
な
い
⇒
総
じ
て
限
定
的
で
あ
っ

た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
雑
壁
の
損
傷
は
居
住
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
!

　
３
　
木
造
住
宅
の
被
害
は
一
部
地
域
に
集
中
⇒
益
城
町
に
集

中
、
原
因
は
地
域
の
地
盤
に
あ
る
。
!

　
４
　
被
害
の
差
は
何
か
⇒
地
形
と
地
盤
の
影
響
、
地
域
係
数
の

影
響
、
建
物
の
整
形
性
、
ピ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
、
増
築
部
、
連
発
系
の
地

震
、
木
賃
住
宅
、
構
造
問
題
、
設
備
問
題
、
雑
壁
の
役
割
、
庁
舎

の
耐
震
性
、
医
療
機
関
な
ど
!

　
５
　
基
準
の
見
直
し
で
な
く
、
意
識
の
見
直
し
を
⇒
何
を
計
画
や

設
計
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
べ
き
か
。

1
1

被
害
を
受
け
た
建
物
分
布

被
害
を
受
け
な
か
っ
た
建
物
分
布

1
2

1
3

被
害
の
実
態
を
視
る

• 木
造
建
築
は
、
　
多
く
が
倒
壊
し
た
が
、
!

• -.
造
は
、
　
必
ず
し
も
安
全
で
は
な
か
っ
た
。
!

• /造
は
、
　
外
装
材
の
剥
離
・
落
下
、
接
合
部
が
!

• マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
　
最
近
建
設
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
玄
関

周
り
の
雑
壁
が
破
壊
し
、
出
入
り
が
出
来
な
か
っ
た
。1
4

熊
本
地
震
で
の
被
害
の
特
徴
は

• 地
震
動
の
大
き
さ
が
大
き
い
モ
ノ
が
持
続
し
た
。
!

• 構
造
体
の
欠
陥
が
顕
著
な
も
の
!

• 維
持
管
理
の
不
全
か
ら
腐
食
・
虫
害
・
経
年
な
ど
!

• 構
造
体
に
は
欠
陥
が
な
い
が
、

1
5

木
造
建
築
の
耐
震
性

• 伝
統
構
法
　
し
っ
か
り
と
維
持
管
理
さ
れ
た
も
の
!

• 在
来
構
法
　
瓦
屋
根
の
滑
落
　
接
合
部
・
仕
口
・
継

手
の
不
備
な
も
の
!

• 輸
入
構
法
　
概
し
て
築
年
数
が
新
し
い
も
の
は
!

• そ
の
他
　
土
蔵
や
石
造
は

1
6
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!"
構
造
の
地
震
被
害
ラ
ン
ク

1
7

#$%&
関
東
大
震
災
'

#$()
十
勝
沖
地
震
'

#$*)
宮
城
県
沖
地
震
'

#$$+
阪
神
大
震
災
'

%,,+
福
岡
県
沖
地
震
'

%,##
東
日
本
大
震
災
'

地
震
被
害
'

豪
雪
被
害
'

津
波
被
害
'

火
災
被
害
'

暴
風
被
害
'

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
特
性
'

　
付
着
'

　
定
着
　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
被
害
は

• 構
造
被
害
　
雑
壁
被
害
　
ピ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
　
杭
基
礎

1
8

マ
ン
シ
ョ
ン
非
構
造
壁
の
被
害

• 建
築
基
準
法
と
耐
震
性
能
'

• マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
性
能
　
'

• 非
構
造
壁
の
機
能
と
耐
震
性
能
'

• 被
災
度
判
定
と
居
住
性
能
'

• 非
構
造
壁
の
被
害
類
型
'

• 地
震
時
損
傷
防
止
策
'

• 新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
の
非
構
造
壁
の
設
計
法
'

• 新
陳
代
謝
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
'

1
9

2
0

2
1

住
宅
と
し
て
の

生
活
を
守
る

2
2

建
築
基
準
法
の
耐
震
性
能

⇒
　
敷
地
、
構
造
、
設
備
、
機
能
、
用
途

に
関
す
る
最
低
の
基
準
を
定
め
る
。
'

目
的
は
、
国
民
の
生
命
、
健
康
及
び
財

産
の
保
護
を
図
り
、
も
っ
て
公
共
の
福
祉

の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
'

耐
震
性
に
関
し
て
は
。
'

震
度
５
強
程
度
の
中
規
模
地
震
に
対
し

て
は
殆
ど
損
傷
を
生
じ
す
、
'

震
度
(
強
か
ら
*
に
至
る
大
規
模
地
震
に

対
し
て
人
命
に
危
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
倒

壊
と
の
被
害
を
生
じ
な
い
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。
'

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
　
家
具
の
転
倒

2
3

地
変
　
断
層
　
亀
裂
　
段
差

• 被
災
地
の
至
る
所
で
断
層
・
亀
裂
・
段
差
・
陥
没
・
液

状
化
な
ど
の
地
変
が
頻
発
し
た
。
'

• 阿
蘇
火
山
系
の
造
山
活
動
に
よ
り
噴
火
や
堆
積
の

土
質
・
地
質
・
地
形
が
斜
面
を
形
成
し
て
崩
壊
し
や

す
い
地
層
・
地
相
を
有
し
て
い
た
。
'

• 崩
壊
し
や
す
い
所
か
ら
、
滑
落
。
滑
り
、
陥
没
、
段
差
、

亀
裂
、
或
い
は
隆
起
な
ど
を
生
じ
た
。

2
4

地
盤
変
状

2
5

住
宅
耐
震
化
　
届
か
ぬ
目
標

• #+
年
度
ま
で
の
達
成
　
-#
都
道
府
県
「
困
難
」'

• 全
住
宅
の
内
「
耐
震
性
あ
り
」
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の

割
合
。
サ
ン
プ
ル
調
査
を
基
に
し
た
国
の
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
な
ど
か
ら
各
都
道
府
県
が
推
計
。
'

• 建
築
基
準
法
の
改
正
で
「
震
度
６
強
～
７
で
も
倒
壊

し
な
い
」
強
さ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
#$)#

年
以
上
の
住
宅
や
、
耐
震
改
修
さ
れ
た
住
宅
は
「
耐
震

性
あ
り
」
と
も
な
し
て
算
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

2
6

住
宅
耐
震
　
費
用
負
担
が
壁

• 所
有
者
へ
促
進
　
自
治
体
苦
慮
'

• 島
根
県
、
秋
田
県
　
*,
％
'

• 福
岡
県
　
)%.)
％
'

• 神
奈
川
県
　
)$
％
'

• 達
成
困
難
の
理
由
　
１
耐
震
改
修
費
の
高
さ
　
２
高

齢
・
単
身
世
帯
が
増
え
、
リ
ス
ク
を
負
っ
て
も
構
わ
な

い
。
　
３
地
震
が
起
き
る
と
い
う
実
感
が
広
が
ら
な
い
。2
7

熊
本
地
震
　
浮
か
ぶ
倒
壊
理
由

• 
被
災
建
物
の
分
布
と
特
徴
'

• 
耐
震
基
準
　
倒
壊
防
止
に
有
効
だ
っ
た
。
が
被
害
を
完
全
に

は
防
ぎ
き
れ
な
い
。
'

• 
施
工
上
の
注
意
点
や
地
盤
の
影
響
な
ど
課
題
。
'

• 
木
造
家
屋
の
倒
壊
に
注
目
　
#,,
棟
の
調
査
　
原
因
調
査
か

ら
、
「
柱
や
筋
交
い
、
土
台
な
ど
の
接
合
部
の
接
合
方
法
や
接

合
手
段
に
・
・
・
・
」'

• 
%,,,

年
基
準
法
の
改
正
　
接
合
部
の
金
物
の
太
さ
や
長
さ
の

補
強
　
,,
年
以
前
が
)$
棟
　
接
合
部
の
補
強
が
基
準
を
満
た

さ
ず
、
,,
以
後
の
家
屋
&,,
棟
の
内
倒
壊
は
*
党
に
留
ま
り
、
-

棟
は
、
施
工
の
不
具
合
や
地
盤
の
状
況
の
影
響
と
見
ら
れ
た
。2
8

木
造
の
被
害
は
、

• 
地
域
別
事
例
'

• 
/
　
旧
水
田
・
水
系
跡
地
　
微
地
形
の
影
響
'

• 
0
　
幹
線
道
路
沿
い
商
家
　
プ
ラ
ン
形
状
'

• 
"
　
古
い
集
落
　
伝
統
木
造
'

• 
1
　
新
興
住
宅
地
　
造
成
地
'

• 
2　
段
差
宅
地
　
地
形
条
件
'

• 
3　
傾
斜
地
　
斜
面
地
形
の
影
響
'

• 
4
　
平
面
形
態
　
立
面
形
態
　
重
量
と
剛
性
'

• 
5
　
基
準
改
定
後
　
%,,,

年
　
部
材
接
合
部
'

　
国
土
交
通
省
の
報
告
で
は
、
益
城
町
中
心
部
の
倒
壊
は
、
#$)#

年
以
降
で

は
).*
％
、
%,,,

年
以
降
の
基
準
改
正
以
後
で
は
%.%
％
だ
っ
た
。

2
9

木
造
の
被
害
例
１

3
0

木
造
被
害
例
２

3
1

木
造
の
地
震
時
の
破
壊
モ
ー
ド

3
2



建
築
基
準
法

• 第
一
条
　
最
低
限
の
安
全
性
!

• 構
造
　
機
能
性
　
景
観
性
　
計
画
　
設
備
　
衛
生
!

• 昭
和
"#
年
!

• 十
勝
沖
地
震
　
宮
城
県
沖
地
震
!

• 昭
和
#$
年
（%&'%

）
新
耐
震
設
計
法
!

• "(((
年
の
改
正
!

• "(%$
年
熊
本
地
震
の
被
害
　
!

3
3

伝
統
耐
震
構
法

• 
伝
統
民
家
は
日
本
社
会
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
。
!

• 
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
育
ま
れ
た
木
・
竹
・
藁
・
萱
・
蘆
な
ど
の
植
物

資
源
を
土
や
石
や
鉱
物
資
源
の
み
で
建
設
さ
れ
た
伝
統
民
家
。
!

• 
そ
れ
は
優
れ
て
洗
練
さ
れ
た
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
建
築
」!

• 
エ
コ
ロ
ジ
ー
建
築
と
は
、
住
ま
う
人
に
は
健
康
で
、
建
て
ら
れ
る
地

域
に
馴
染
み
、
地
球
環
境
へ
の
負
荷
を
抑
え
る
建
築
で
あ
る
。
!

• 
環
境
と
の
共
生
と
資
源
の
循
環
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
現
代
こ

そ
、
伝
統
民
家
を
見
直
さ
れ
次
世
代
に
引
き
継
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。
!

• 
熊
本
地
震
で
古
い
木
造
建
築
に
大
被
害
が
集
中
し
た
教
訓
と
し
て
、

伝
統
民
家
の
耐
震
改
修
は
、
日
本
社
会
の
重
要
な
責
務
で
あ
る
。
!

• 
各
地
の
自
治
体
が
、
本
腰
を
入
れ
て
木
造
建
築
の
耐
震
改
修
の

取
組
を
始
め
た
所
が
あ
る
が
、
そ
の
動
き
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。
　
　
!

3
4

木
造
の
被
害
の
特
徴
と
耐
震
診
断

• 木
造
被
害
の
原
因
は
、
地
震
動
の
大
き
さ
、
震
度
７

と
い
う
被
害
は
、
木
造
の
被
害
率
が
)
割
!

• 構
造
的
な
欠
陥
に
よ
る
被
害
、
屋
根
重
量
が
重
い
、

壁
や
柱
の
耐
震
性
が
欠
如
、
接
合
部
の
不
全
、
基

礎
地
盤
に
欠
陥
が
あ
っ
た
。
!

• 周
辺
の
地
形
や
地
盤
や
地
質
の
変
動
に
よ
っ
て
構

造
体
に
被
害
が
生
じ
た
。
　
耐
震
性
の
欠
陥
は

3
5

壊
れ
な
か
っ
た
木
造
建
築

• １
伝
統
構
法
!

• ２
木
造
法
改
正
!

• ３
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
!

• ４
地
形
地
盤
!

3
6

Ｓ
造
の
被
害
は
、

鉄
骨
造
の
被
害
の
概
要
!

①
築
)#
年
以
上
の
新
耐

震
以
前
の
建
物
!

②
接
合
部
の
基
準
や
地

盤
に
お
け
る
杭
・
基
礎
へ

の
配
慮
が
欠
け
る
!

③
低
層
*象
の
建
物
で
、

水
田
埋
立
地
帯
な
ど
、

地
耐
力
が
低
い
場
合
な

ど
、
建
物
を
軽
く
す
る
!

④
益
城
町
の
ボ
ー
リ
ン

グ
資
料
に
よ
る
と
、
%(+

ま
で
、
,
値
"
程
度
の
地

耐
力
で
軟
弱
地
盤
!

⑤
そ
の
た
め
、
旧
水
田

地
帯
に
は
、
低
層
*造
が

多
く
被
害
が
殆
ど
見
受

け
ら
え
な
い
。
!

3
7

38 

伝
統
構
法
の
耐
震
性

• 震
度
Ⅶ
の
地
震
　
被
害
率
　
３
０
％

　
　
　
　
福
井
地
震
　
兵
庫
県
南
部
地
震

• 現
代
構
法
の
耐
震
抵
抗
機
構

　
　
　
　
軸
力
系
　
せ
ん
断
系

• 伝
統
構
法
の
耐
震
抵
抗
機
構

　
　
　
　
曲
げ
系

• 伝
統
的
技
巧
と
工
夫
　
①
柱
と
貫
　
②
土
塗
り
壁
　

　
　
　
　
③
床
面
剛
性
　
④
礎
石
と
直
接
基
礎

39 

軸力系構造

40 

断系構造

41 

伝
統
構
法
の
歴
史
的
知
恵

• 地
震
国
日
本
の
先
進
的
耐
震
技
術
と
伝
統
木
造
建

築
の
構
造
技
術
の
関
連
性

• ①
超
高
層
建
築
の
実
現
　
剛
構
造
か
ら
柔
構
造
へ

• ②
積
層
ゴ
ム
の
免
震
構
造
　
礎
の
柱
と
接
合
部

• ③
制
震
シ
ス
テ
ム
　
木
塔
の
高
度
な
制
震
機
構
を

• ④
一
般
の
木
造
　
揺
れ
の
成
長
と
と
も
に
土
壁
の
抵

抗
要
素
の
一
部
解
放
と
木
組
み
の
接
着
状
態
の
変

化
が
建
物
の
周
期
を
変
え
共
振
を
避
け
る
。

42 

被
害
木
造
住
宅
の
特
徴

• １
．
量
も
不
足
し
材
質
も
脆
く
な
っ
た
面
材
の
壁
が
亀

裂
・
剥
離
・
落
下
を
生
じ
せ
ん
断
壁
と
し
て
抵
抗
能

力
が
失
わ
れ
た
こ
と
。

• ２
．
筋
か
い
の
端
部
を
中
心
に
、
断
面
の
乏
し
く
金

物
補
強
に
欠
け
る
接
合
部
が
踏
み
出
し
や
切
断
・

折
損
を
生
じ
て
、
架
構
と
し
て
の
抵
抗
能
力
を
著
し
く

失
っ
て
い
る
こ
と
。

43 

木
造
破
壊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

• ①
剛
性
の
高
い
架
構
に
は
そ
の
柱
脚
部
に
回
転
に

伴
う
大
き
な
引
抜
力
を
生
じ
、
土
台
や
基
礎
へ
の
定

着
が
不
足
す
る
と
柱
脚
が
抜
け
河
口
の
傾
斜
や
転

倒
を
引
き
起
こ
す
。

• ②
層
変
形
が
進
む
と
、
筋
か
い
が
上
部
の
横
架
材

を
押
し
そ
の
接
合
部
が
外
れ
や
す
い

• ③
木
口
か
ら
始
ま
る
木
材
の
腐
朽
と
金
物
の
錆
化

は
接
合
部
の
性
能
劣
化
を
引
起
し
架
構
破
壊
の
引

き
金
と
な
る
。木
造
建
築
の
仕
組

4
4

4
5

地
震
被
害
と
地
形
・
地
質
・
土
質
の
影
響

4
6

4
7

木造地変被害

4
8



纏
め

• 九
州
の
地
震
と
被
害
　
!"#$

、
!""%

、
!""#

、
&%%$'

• 震
害
の
特
徴
　
地
形
・
地
質
・
土
質
　
'

• 建
築
専
門
家
の
問
題
対
応
　
バ
ラ
ン
ス
感
覚
'

• 地
域
住
民
の
意
識
　
住
宅
耐
震
化
に
向
け
て
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参
考
資
料

• 多
賀
直
恒
：
都
市
災
害
管
理
学
の
考
え
方
、
'

• 多
賀
直
恒
：
熊
本
地
震
の
特
性
と
建
築
技
術
者
へ
の

問
題
提
起
、
“
建
築
と
ま
ち
づ
く
り
”&%!(

年
!!
月
号
'

• 多
賀
直
恒
：)日
本
の
科
学
者
“
、
&%!#

年
&
月
号
'

• 多
賀
直
恒
：
福
岡
の
暮
ら
し
と
自
治
“&%!(

年
$
月
号
'

• 多
賀
直
恒
：
講
演
資
料
、
&%!#*&*&$+ア

ミ
カ
ス
'
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